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長
崎
丸
山
遊
女
の
出
自
と
年
季
明
け

�

赤
瀬　

浩

一　

は
じ
め
に

長
崎
市
の
繁
華
街
の
一
角
に
あ
る
丸
山
公
園
は
、
等
身
大
の
坂
本
龍
馬
の
銅

像
が
建
立
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
特
に
説
明
板
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
ビ
ル

の
谷
間
に
あ
る
木
陰
が
印
象
的
な
公
園
で
あ
る
。

こ
こ
は
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
売
春
防
止
法1

施
行
ま
で
は
、
貸
座

敷2

や
特
殊
飲
食
店
街
が
集
ま
る
歓
楽
街
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
た
。も
と
も
と
は
、

寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
長
崎
市
中
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
遊
女
屋
が
こ
の
地

へ
集
め
ら
れ
、
丸
山
町
寄
合
町
と
い
う
遊
女
町
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
が
始
ま
り

で
あ
っ
た
。
長
い
間
丸
山
遊
廓
、
通
称
「
や
ま
」
と
呼
ば
れ
て
い
た3

。

丸
山
遊
廓
は
、
日
本
人
以
外
に
も
長
崎
に
居
留
す
る
オ
ラ
ン
ダ
人
や
唐
人
を

客
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
他
都
市
の
遊
廓
と
性
質
は
異
な
る
が
、
丸
山
遊

廓
の
存
在
に
つ
い
て
は
他
都
市
と
合
わ
せ
て
、「
遊
廓
社
会
」
と
い
う
く
く
り

方
を
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

「
遊
廓
社
会
」
と
は
、
吉
田
伸
之
氏
が
提
唱
し
た
定
義
で
「
遊
廓
を
磁
界
と

し
て
形
成
さ
れ
る
磁
場4

」
と
し
て
、
遊
女
屋
、
茶
屋
、
見
番
、
女
衒
が
展
開
す

る
遊
廓
、
岡
場
所
、
宿
な
ど
の
空
間
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
主
体
の
遊
女
屋
や
類
業
と

そ
れ
に
吸
着
す
る
携
わ
り
渡
世
、
土
地
所
有
や
金
融
の
背
景
な
ど
を
総
称
し
た

も
の
で
あ
る5

。

遊
廓
社
会
の
基
本
構
造
は
、
遊
女
に
吸
着
す
る
人
々
が
そ
の
利
益
を
外
に
漏

ら
さ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
一
文
で
も
多
く
の
利
益
を
吸
い
上
げ
る
た
め

に
、
巧
妙
に
組
み
立
て
ら
れ
た
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
社
会
と
と
ら
え
た
い
。

長
崎
の
遊
廓
丸
山
・
寄
合
両
町
に
つ
い
て
、
松
井
洋
子
氏
は
、
異
国
人
の
存

在
は
長
崎
の
遊
廓
社
会
の
特
質
を
形
作
る
大
き
な
要
素
で
あ
っ
た
と
し
、
遊
女

揚
代
が
輸
入
品
に
対
す
る
支
払
い
の
一
部
と
し
て
相
殺
さ
れ
る
な
ど
、
他
都
市

と
は
違
っ
た
遊
廓
社
会
が
長
崎
で
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た6

。
さ
ら

に
、
遊
女
の
稼
ぎ
に
吸
着
し
て
働
か
な
い
父
母
や
兄
姉
が
い
た
こ
と
な
ど
、
他

都
市
に
は
見
ら
れ
な
い
独
特
の
構
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る7

。

長
崎
の
丸
山
遊
廓
は
、
江
戸
の
吉
原
遊
廓
、
京
の
島
原
遊
廓
、
大
坂
の
新
町

遊
廓
に
並
び
称
さ
れ
る
遊
廓
で
あ
る
が
、
長
崎
が
幕
府
公
認
の
対
外
交
易
港
で

あ
っ
た
こ
と
や
地
形
的
に
限
定
さ
れ
た
狭
い
場
所
に
市
街
が
展
開
し
て
い
た
こ

と
、郊
外
の
農
村
が
貧
弱
だ
っ
た
こ
と
な
ど
他
都
市
と
の
違
い
は
大
き
か
っ
た
。

本
稿
で
は
、
松
井
洋
子
氏
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
遊
女
の
出
自
と
年

季
明
け
後
の
元
遊
女
の
生
き
方
に
注
目
し
、
長
崎
の
遊
廓
社
会
の
一
端
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
い
。

二　

丸
山
遊
廓
の
景
観

「
く
る
わ
」は
郭
ま
た
は
廓
と
書
き
、城
郭
の
よ
う
に
周
囲
を
石
や
土
で
囲
い
、

堀
な
ど
を
め
ぐ
ら
せ
た
一
画
の
こ
と
で
あ
る
。
吉
原
遊
廓
も
官
許
の
地
に
溝
渠

を
め
ぐ
ら
せ
て
つ
く
っ
た
の
で
遊
廓
の
名
が
あ
る8

。

丸
山
・
寄
合
両
町
は
東
西
を
切
り
崩
し
た
崖
、
南
北
を
塀
に
囲
ま
れ
た
遊
廓

で
あ
っ
た
。
出
入
口
は
、
北
の
大
門
と
南
の
開
か
ず
の
門
が
あ
り
、
夜
間
は
閉

じ
ら
れ
た
。
遊
女
の
逃
亡
を
防
ぐ
と
い
う
よ
り
も
外
か
ら
の
侵
入
者
を
防
ぐ
目

的
が
強
く
、
何
よ
り
廓
の
範
囲
を
明
確
に
示
し
、
廓
外
で
色
を
売
る
行
為
は
隠

売
と
し
て
罰
せ
ら
れ
た
。

丸
山
遊
廓
の
範
囲
は
、
丸
山
町
と
寄
合
町
を
合
わ
せ
た
も
の
で
、
長
崎
で
は

行
政
上
二
町
を
ま
と
め
て
両
町
と
い
い
、
市
中
八
十
か
町
の
う
ち
丸
山
・
寄
合

両
町
と
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
が
住
む
出
島
町
を
除
い
た
七
十
七
か
町
を
惣
町
と

い
っ
た
。
同
じ
市
中
で
あ
り
な
が
ら
、
町
役
人
の
受
用
銀
な
ど
両
町
と
惣
町
に

は
差
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
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本
稿
で
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
丸
山
・
寄
合
両
町
か
ら
な
る
遊
廓
社

会
を
「
丸
山
遊
廓
」
と
表
現
す
る
が
、
個
別
町
を
行
政
上
の
区
域
と
し
て
表
す

場
合
「
丸
山
町
」、「
寄
合
町
」
と
表
す
。
さ
ら
に
、
丸
山
町
と
寄
合
町
二
町
を

ま
と
め
て
行
政
上
の
区
域
と
し
て
表
す
場
合
は
「
両
町
」
と
表
記
す
る
。

　【
史
料
一
】

　

丸
山
町　

四
拾
九
ケ
所

　
　

�

右
者
小
島
村
ノ
内
丸
山
ト
云
野
地
ニ
、
遊
女
屋
三
軒
有
之
処
、
或
時

三
軒
共
ニ
同
時
ニ
焼
失
ス
、
仍
テ
寛
永
十
九
年
同
村
ノ
地
ヲ
開
キ
、

市
中
ニ
有
之
遊
女
屋
ヲ
此
所
ニ
引
移
シ
丸
山
町
ト
唱
へ
シ
ム
、
坪
数

四
千
五
百
三
十
八
坪
、
地
子
銀
一
貫
六
十
一
匁
七
分
二
厘
年
々
上
納
ス

　

寄
合
町　

五
十
二
ケ
所

　
　

�

右
者
同
年
同
村
ノ
内
野
ヲ
開
キ
、
市
中
諸
所
ニ
有
之
遊
女
屋
残
ラ
ス
此

所
ニ
引
移
シ
、
寄
合
町
ト
唱
ヘ
シ
ム
、
坪
数
五
千
百
四
坪
八
合
一
勺
一

才
、
地
子
銀
一
貫
四
百
二
拾
九
匁
二
分
九
厘
年
々
上
納
ス

�

『
長
崎
実
録
大
成9

』

丸
山
遊
廓
が
開
か
れ
る
前
、
小
島
村
の
野
地
に
は
三
軒
の
遊
女
屋
が
あ
り
、

そ
れ
が
焼
失
し
た
後
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
周
り
の
丘
を
切
り
崩
し
て

遊
廓
の
敷
地
が
造
成
さ
れ
た
。
こ
の
地
は
も
と
か
ら
丸
山
と
い
う
通
称
が
あ
っ

た
。
市
街
か
ら
離
れ
、
東
西
を
崖
に
囲
ま
れ
た
谷
地
で
、
遊
廓
を
建
設
す
る
の

に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

先
行
し
て
市
中
の
主
だ
っ
た
遊
女
屋
を
集
め
丸
山
町
が
つ
く
ら
れ
、
後
に
直

角
に
交
わ
る
形
で
各
地
に
散
在
し
た
小
さ
い
遊
女
屋
を
集
め
寄
合
町
が
つ
く
ら

れ
た
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
郷
土
史
家
の
間
で
遊
女
屋
の
発
生
や
移
転
に
つ

い
て
若
干
解
釈
の
違
い
が
み
ら
れ
た10

。

【図一】「丸山町古図」長崎歴史文化博物館収蔵　図 96
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「
寛
永
長
崎
港
図11

」（
複
製
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵
）
に
は
、
丸
山
町

の
地
は
「
太
夫
町
」、
古
町
の
地
は
「
寄
合
町
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
丸
山
に

つ
く
ら
れ
た
「
寄
合
町
」
が
古
町
か
ら
の
移
転
と
考
え
ら
れ
た
り
、
市
中
の
本

博
多
町
今
博
多
町
の
混
同
な
ど
が
み
ら
れ
た
り
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
史
料

一
に
つ
い
て
の
発
祥
の
話
が
丸
山
・
寄
合
両
町
の
「
由
緒
書
」、「
延
宝
長
崎
土

産
」、「
長
崎
名
勝
図
会12

」
の
記
述
と
共
通
し
て
お
り
、
集
娼
の
過
程
を
あ
ら
わ

し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

丸
山
遊
廓
は
奉
行
所
南
西
に
あ
る
小
島
郷
の
わ
ず
か
な
平
地
と
面
し
た
山
裾

の
地
に
開
か
れ
た
。
遊
廓
全
体
が
ゆ
る
や
か
な
斜
面
に
あ
り
、
大
門
前
は
「
山

の
口
」
と
い
う
地
名
で
呼
ば
れ
た
。

丸
山
町
の
出
入
口
は
単
体
で
は
大
門
と
い
い
、
船
大
工
町
の
門
と
重
な
っ
て

二
重
門
と
よ
ば
れ
た
。
雨
天
出
入
の
時
は
傘
を
す
ぼ
め
て
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ほ
ど
低
く
狭
い
門
で
、
諏
訪
神
社
の
神
事
「
く
ん
ち
」
で
は
、
丸
山
・
寄

合
両
町
の
町
印
「
傘
鉾
」
は
、
他
の
町
の
も
の
よ
り
小
ぶ
り
で
背
が
低
か
っ
た

と
い
う13

。

三　

丸
山
・
寄
合
両
町
の
支
配

丸
山
遊
廓
は
、
長
崎
奉
行
所
支
配
の
丸
山
・
寄
合
両
町
を
ま
と
め
た
通
称
で
、

寄
合
町
も
単
体
で
遊
廓
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た14

。【
史
料
一
】

で
見
た
よ
う
に
、
両
町
成
立
に
若
干
の
時
間
差
が
あ
る
こ
と
と
、
一
町
と
し
て

は
規
模
が
大
き
す
ぎ
る
こ
と15

か
ら
二
町
に
分
け
て
支
配
さ
れ
て
い
た
。

町
内
の
支
配
は
惣
町
と
同
じ
く
乙
名
、
組
頭
、
日
行
使
と
い
う
町
役
人
が
治

め
て
い
た
。

両
町
乙
名
は
一
名
ず
つ
。
当
初
、
世
襲
で
は
な
く
町
内
箇
所
持
町
人
に
よ
る

入
札
で
選
ば
れ
た
が
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
丸
山
町
は
藤
野
氏
、
寄
合
町
は
芦

刈
氏
が
代
々
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
役
料
は
、
初
め
惣
町
乙
名
と
同
額
の
銀

四
貫
目
で
あ
っ
た
が
、
後
に
減
額
さ
れ
て
銀
二
貫
目
と
な
っ
た
。
役
料
同
様
同

じ
乙
名
で
あ
っ
て
も
何
事
に
つ
け
惣
町
乙
名
よ
り
一
段
低
く
置
か
れ
て
い
た16

。

町
内
を
治
め
る
職
務
は
惣
町
乙
名
と
か
わ
ら
な
い
が
、
他
町
の
よ
う
に
貿
易

に
関
す
る
業
務
や
旅
行
、
盗
賊
方
な
ど
行
政
上
の
加
役
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
が

な
い
た
め
役
料
の
増
額
や
職
務
上
の
栄
誉
を
得
る
機
会
が
な
か
っ
た
。

両
町
乙
名
を
惣
町
と
区
別
し
た
の
は
、
遊
女
町
独
特
の
職
務
、
他
町
に
は
な

い
廓
内
の
風
紀
取
締
り
、
遊
女
に
関
わ
る
煩
雑
な
事
務
に
専
念
さ
せ
る
た
め
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
惣
町
に
は
な
い
特
別
な
職
務
と
し
て
、
諏
訪
祭
礼
で
の
踊

り
奉
納
、
犯
罪
者
が
死
罪
に
処
せ
ら
れ
る
時
の
、
磔
木
、
獄
門
台
、
竹
枝
等
の

提
供
、
さ
ら
に
町
内
か
ら
刑
場
へ
人
夫
を
出
し
た
り
、
牢
屋
掃
除
の
役
を
命
じ

ら
れ
た
り
す
る
と
い
う
も
の
も
あ
っ
た
。

惣
町
で
は
各
町
二
人
ず
つ
の
組
頭
一
人
あ
た
り
の
受
用
銀
が
銀
三
百
目
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
丸
山
・
寄
合
両
町
組
頭
は
四
名
で
受
用
銀
は
一
人
あ
た
り
銀

二
百
目
と
い
う
違
い
が
あ
っ
た
。
日
行
使
は
惣
町
同
様
に
両
町
と
も
一
人
ず
つ

だ
が
、
惣
町
の
半
額
に
も
満
た
な
い
受
用
銀
三
百
目
だ
っ
た
。

組
頭
の
仕
事
は
、
大
ま
か
に
い
え
ば
乙
名
の
代
理
と
し
て
会
計
を
中
心
と
し

た
事
務
手
続
き
や
対
外
折
衝
な
ど
乙
名
の
職
務
代
理
。特
別
な
職
務
と
し
て
は
、

遊
女
が
出
島
、
唐
人
屋
敷
に
出
向
い
た
時
は
現
地
で
待
機
す
る
と
い
う
も
の
が

あ
っ
た
。
常
時
、
唐
館
蘭
館
に
は
遊
女
が
入
っ
て
い
る
状
態
で
、
組
頭
一
名
は

必
ず
仲
宿
へ
詰
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
惣
町
の
二
倍
の
人
数
を
要
し
た17

。

乙
名
、
組
頭
、
日
行
使
の
受
用
銀
が
惣
町
と
比
べ
低
く
据
え
置
か
れ
た
り
、

減
額
さ
れ
た
り
し
た
の
は
、
惣
町
役
人
に
対
す
る
優
越
を
示
す
だ
け
で
な
く
、

遊
女
町
の
維
持
管
理
に
専
念
す
る
こ
と
を
厳
命
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
奉
行
所
は
廓
内
の
も
め
ご
と
へ
の
介
入
に
は
消
極
的
で
あ
り
、
町
役

人
の
責
任
で
解
決
を
求
め
ら
れ
た
り
、
逆
に
、
奉
行
の
遊
女
や
遊
女
出
身
家
庭

へ
の
同
情
的
な
裁
き
に
よ
っ
て
梯
子
を
外
さ
れ
た
り
惣
町
に
は
な
い
苦
労
が
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あ
っ
た
。

四　

丸
山
遊
女
の
階
層

遊
女
は
遊
女
屋
の
商
品
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
地
か

ら
ラ
ン
ク
が
付
け
ら
れ
た
。
人
気
の
あ
る
遊
女
は
上
位
に
置
か
れ
、
揚
代
も
高

価
で
あ
っ
た
。
遊
女
屋
は
部
屋
、
衣
装
、
遊
女
の
教
養
等
遊
女
の
付
加
価
値
を

上
げ
る
た
め
に
投
資
し
た
。

遊
女
に
と
っ
て
は
収
入
、
待
遇
、
客
層
が
変
わ
る
た
め
、
職
階
の
上
昇
は
何

よ
り
切
実
で
あ
っ
た
。

吉
原
遊
廓
で
は
、
当
初
最
上
位
の
遊
女
を
「
大
夫
」
と
称
し
、
以
下
「
格
子
」

「
散
茶
」「
梅
茶
」
と
続
き
、
下
級
遊
女
「
鉄
砲
」「
け
ん
鈍
」「
囲
（
か
こ
い
）」

等
の
呼
び
名
が
あ
っ
た18

。
流
行
や
景
気
に
左
右
さ
れ
、
大
夫
等
の
称
号
は
な
く

な
り
階
級
と
関
係
な
い
「
花
魁19

」
と
い
う
呼
び
名
が
登
場
し
た
。

丸
山
遊
廓
で
は
、
遊
女
の
階
級
と
し
て
「
大
夫
」「
店
（
見
世
）」「
並
」
と

い
う
呼
称
が
あ
っ
た
が
、
大
夫
以
外
は
厳
密
で
は
な
く
、
揚
代
の
根
拠
と
し
て

「
大
夫
・
店
（
見
世
）」
に
分
け
ら
れ
使
用
さ
れ
た
。

丸
山
遊
廓
に
は
、
外
国
人
を
客
に
と
る
と
い
う
独
特
の
性
格
が
あ
っ
た
。
出

島
に
居
留
す
る
オ
ラ
ン
ダ
商
館
関
係
者
と
唐
船
で
寄
港
す
る
唐
人20

た
ち
で
あ

る
。
唐
人
は
、元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
唐
人
屋
敷
に
集
住
さ
せ
ら
れ
る
ま
で
、

市
内
の
民
家
に
分
散
し
て
生
活
し
て
い
た
の
で
市
民
に
と
っ
て
格
別
親
し
い
外

国
人
で
あ
っ
た
。
元
禄
元
年
に
は
、
長
崎
市
中
の
人
口
約
五
万
人
の
中
に
延
べ

約
一
万
人
の
唐
人
男
性
が
暮
ら
し
て
い
た21

。

『
延
宝
版　

長
崎
土
産
』
で
は
、「
八
百
人
に
及
ぶ
傾
城
皆
唐
人
を
頼
み
て
渡

世
を
す
る
」
実
情
が
記
さ
れ
、
逆
に
唐
人
の
相
手
を
し
な
い
「
日
本
行
」
十
人

の
名
を
あ
げ
て
遊
女
ら
の
詳
細
を
あ
げ
て
い
る22

。

唐
人
の
相
手
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
希
少
価
値
で
あ
り
、
そ
れ
を
売
り
に

し
て
、
遊
女
の
格
を
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
が
「
日
本
行
」
を
置
い
た
商
売
上
の

理
由
で
あ
ろ
う
。「
日
本
行
」
の
下
に
「
唐
人
行
」
と
「
阿
蘭
陀
行
」
を
お
い
て
、

丸
山
遊
女
の
格
式
と
し
た
が
、実
質
で
は
意
味
の
な
い
形
式
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

『
延
宝
版　

長
崎
土
産
』
で
は
、
日
本
男
性
が
一
番
格
上
で
、
遊
女
も
日
本

人
を
相
方
に
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
よ
う
な
書
き
ぶ
り
だ
が
、
遊
女
経
験
者

の
口
を
借
り
な
が
ら
、実
は
男
性
目
線
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
日

本
行
」「
唐
人
行
」「
阿
蘭
陀
行
」
は
、
遊
女
の
相
方
を
決
め
て
お
く
こ
と
で
混

乱
を
避
け
る
と
い
う
意
味
の
選
別
で
し
か
な
く
、「
唐
人
行
」「
阿
蘭
陀
行
」
の

遊
女
で
あ
っ
て
も
日
常
は
日
本
人
客
を
相
手
に
し
て
い
た23

。

当
初
十
人
し
か
い
な
か
っ
た
「
日
本
行
」
の
遊
女
に
は
、
外
国
人
を
相
手
に

で
き
な
い
特
別
な
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
り24

、核
心
は
「
唐
人
行
」「
阿
蘭
陀
行
」

を
明
確
に
分
け
、
遊
女
を
介
し
て
唐
人
と
オ
ラ
ン
ダ
人
の
間
で
連
絡
が
取
れ
な

い
よ
う
に
し
て
い
た
こ
と
だ
と
考
え
る
。
一
方
、
日
本
人
客
は
、
遊
女
を
介
し

て
唐
人
屋
敷
や
出
島
の
情
報
を
簡
単
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

五　

遊
女
の
出
身
地

遊
女
町
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
博
多
か
ら
来
た
遊
女
屋
、
出

身
地
不
明
の
遊
女
屋
な
ど
が
丸
山
の
地
に
集
め
ら
れ
丸
山
遊
廓
が
開
か
れ
た
こ

と
に
違
い
は
な
い
が
、
遊
女
の
出
身
に
つ
い
て
の
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
遊

女
の
稼
働
期
間
が
十
年
余
り
と
短
い
た
め
、
当
初
は
外
か
ら
遊
女
を
連
れ
て
、

商
売
し
て
い
た
者
が
遊
女
の
供
給
元
を
身
近
で
安
定
し
た
と
こ
ろ
に
求
め
る
の

は
当
然
で
あ
ろ
う
。
関
東
甲
信
越
な
ど
か
ら
広
く
、
遊
女
を
集
め
た
吉
原
で
さ

え
も
、
上
級
遊
女
を
除
く
、
遊
女
の
七
、八
割
は
、
吉
原
近
郊
の
少
女
を
臨
時

に
雇
っ
た
「
雇
禿
」
か
ら
の
出
身
で
あ
っ
た25

。
人
材
を
大
量
に
雇
用
す
る
に
は
、

身
近
な
地
域
を
供
給
源
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

古
賀
十
二
郎
氏
の
『
長
崎
市
史　

風
俗
編
』
で
、「
徳
川
幕
府
時
代
に
お
い
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て
は
、
丸
山
遊
女
は
概
ね
長
崎
ま
た
は
近
郷
の
も
の
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い

る
。
遊
女
の
身
元
が
知
れ
る
直
接
的
な
史
料
は
、
奉
公
の
契
約
書
類
や
事
件
事

故
な
ど
の
突
発
的
な
記
録
な
ど
個
別
的
で
し
か
も
断
片
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
す
べ
て
を
把
握
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
断
片
の
中
か
ら
は
、
古
賀

氏
の
指
摘
通
り
、
長
崎
市
中
や
近
郷
の
娘
た
ち
が
遊
女
奉
公
に
出
て
い
た
記
録

が
見
い
だ
せ
る26

。

吉
原
遊
廓
で
は
「
一
生
不
通
養
子
」
と
し
て
、
実
家
か
ら
完
全
に
切
り
離
さ

れ
た
形
で
、
遊
女
屋
主
人
と
疑
似
親
子
関
係
を
結
ぶ
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
が
、

長
崎
で
は
、
遊
女
と
実
家
と
の
関
係
は
継
続
さ
れ
た
。

宮
本
由
紀
子
氏
は
丸
山
遊
廓
で
は
「
母
親
と
遊
女
が
自
由
に
往
来
で
き
る27

」

関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、『
犯
科
帳
』
の
中
か
ら
、
親
と
の
関
係
が
原

因
で
発
生
し
た
事
件
を
抽
出
し
て
い
る
。

遊
女
の
関
係
す
る
事
件
四
十
二
件
中
八
件
が
親
が
ら
み
の
事
件
で
あ
っ
た
。

遊
女
が
主
犯
と
い
う
よ
り
も
親
か
ら
悪
事
を
持
ち
掛
け
ら
れ
、
結
果
と
し
て
発

覚
し
罰
せ
ら
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
残
り
の
事
件
の
記
述
に

は
、
遊
女
の
抱
先
の
み
が
記
さ
れ
て
お
り
、
出
身
地
の
明
記
は
な
い
。
発
覚
し

た
も
の
以
外
に
も
親
が
ら
み
の
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
が
無
数
に
存
在
し
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
共
謀
で
き
る
ほ
ど
遊
女
と
親
は
近
い
距
離
に
あ
り
、
そ
れ
は
遊
女

の
出
身
地
は
丸
山
遊
廓
の
近
辺
が
多
か
っ
た
こ
と
の
証
明
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

丸
山
遊
女
の
具
体
的
な
出
身
地
が
明
記
さ
れ
る
史
料
と
し
て
、
明
治
に
な
っ

て
遊
女
は
娼
妓
と
呼
び
名
を
変
え
さ
せ
ら
れ
、
個
人
営
業
の
許
可
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
際
の
「
娼
妓
鑑
札
願28

」
が
あ
る
。

明
治
九
年
か
ら
明
治
二
十
二
年
ま
で
の
間
に
延
べ
六
十
人
の
娘
が
娼
妓
と
し

て
登
録
さ
れ
鑑
札
を
交
付
さ
れ
て
い
る
。
四
人
が
廃
業
後
に
再
び
登
録
さ
れ
て

い
る
の
で
重
複
が
あ
る
が
、
す
べ
て
十
五
歳
か
ら
二
十
六
歳
ま
で
の
若
い
娘
で

あ
っ
た
。

明
治
九
年
と
十
年
に
免
許
を
受
け
た
娘
は
合
計
二
十
六
人
。
長
崎
市
中
出
身

者
は
十
九
人
。
隣
接
の
長
崎
村
や
浦
上
村
、
茂
木
村
等
の
出
身
四
人
。
県
内
他

郡
出
身
二
人
、
熊
本
県
天
草
富
岡
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
旧
長
崎
奉

行
・
代
官
管
轄
の
天
領
出
身
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
古
賀
氏
の
指
摘
通

り
、
丸
山
遊
廓
の
遊
女
は
長
崎
市
中
や
近
郷
出
身
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
の
裏

付
け
の
一
つ
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

六　

宗
旨
改
踏
絵
帳

江
戸
時
代
の
人
別
帳
は
人
口
、
住
民
構
成
、
住
民
移
動
を
把
握
で
き
る
史
料

で
あ
る
。
長
崎
で
は
、
絵
踏
と
連
動
し
旦
那
寺
の
印
形
を
も
ら
っ
た
う
え
で
奉

行
所
に
提
出
し
た
の
で
「
踏
絵
帳
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た
。

踏
絵
帳
は
両
町
を
は
じ
め
惣
町
す
べ
て
で
作
成
さ
れ
、
保
管
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
た
が
、明
治
に
な
っ
て
多
く
が
散
逸
し
た
。そ
の
中
で
比
較
的
ま
と
ま
っ

て
保
存
さ
れ
て
い
る
の
が
桶
屋
町
の
踏
絵
帳
で
あ
る29

。

桶
屋
町
の
踏
絵
帳
は
、寛
保
二
年（
一
七
四
二
）か
ら
元
治
元
年（
一
八
六
四
）

百
二
十
二
年
間
で
百
九
冊
（
十
三
年
間
分
が
欠
落
）
保
存
さ
れ
て
い
る
。
表
題

が「
桶
屋
町
中
家
持
借
家
宗
旨
改
踏
絵
帳
」「
桶
屋
町
元
来
宗
旨
改
踏
絵
帳
」「
桶

屋
町
宗
旨
改
踏
絵
帳
」
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
除
き
、
書
式
は
統
一
さ
れ
て

お
り
、
表
紙
に
は
和
暦
年
号
、
表
題
、
踏
絵
日
（
正
月
六
日
に
固
定
）
町
役
人

名
（
乙
名
、
宝
暦
八
年
か
ら
組
頭
も
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。

記
載
は
世
帯
ご
と
に
区
切
っ
て
あ
り
、
宗
派
、
旦
那
寺
名
（
印
形
）
年
齢
、

世
帯
主
氏
名
（
印
形
）、
世
帯
主
と
の
関
係
、
氏
名
（
印
形
）
と
続
く
。
借
家

人
は
家
主
の
名
を
氏
名
の
頭
に
書
い
て
い
る
。
編
集
や
統
計
、
移
動
記
録
が
わ

か
る
記
号
と
し
て
、
年
度
内
変
動
が
な
い
「
正
」、
転
入
者
「
入
」、
転
出
死
失

「
出
」
が
宗
派
の
上
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
出
生
、
転
入
、
転
出
、
欠
落
、
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長
期
旅
行
な
ど
が
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
死
亡
の
場
合
は
、
氏
名
に
朱
線
か
氏
名

の
上
に
●
を
書
い
て
い
る
。
絵
踏
後
に
奉
行
所
に
提
出
し
、返
却
さ
れ
た
後
は
、

住
民
の
移
動
変
動
の
管
理
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
は
、
住
民
移
動
の
中
に
丸
山
町
、
寄
合
町
へ
出
る
と

い
う
転
出
記
録
。
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
を
例
に
と
る
と
、
桶
屋
町
の

人
口
四
百
七
十
三
人
（
男
二
百
五
十
二
人
、
女
二
百
二
十
一
人
）
の
内
、
移

動
二
十
二
人
。
丸
山
町
二
人
（
女
子
十
一
歳
二
人
）
寄
合
町
三
人
（
女
子
九

歳
、
十
歳
、
十
七
歳
）
他
町
へ
十
七
人
、
男
十
人
（
三
歳
～
五
十
六
歳
、
平
均

二
十
九
・
七
歳
）、
女
七
人
（
二
歳
～
五
十
七
歳
、
平
均
二
十
二
・
一
歳
）。

住
民
移
動
は
す
べ
て
長
崎
市
中
の
他
町
で
あ
る
こ
と
ま
で
は
わ
か
る
が
、
そ

の
理
由
に
つ
い
て
記
載
は
な
い
。
転
出
理
由
が
結
婚
、
就
業
、
養
子
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
状
況
下
で
、
現
在
で
例
え
る
と
小
学
校
高
学
年
く
ら
い
の
女
子
が
一

人
家
族
と
離
れ
、
丸
山
・
寄
合
両
町
に
移
動
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
他
町
へ
の

移
動
と
は
明
ら
か
に
背
景
が
異
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
養
女
で
あ
っ
た
り
下
女
奉
公
で
あ
っ
た
り
す
る
可
能
性
は
否
定

で
き
な
い
が
、
両
町
の
下
女
は
年
配
者
で
あ
っ
た
り
他
国
か
ら
の
出
稼
ぎ
で

あ
っ
た
り
、
十
歳
程
度
の
少
女
を
雇
う
家
は
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
例
外
は
あ
る
に
し
て
も
両
町
に
移
動
し
た
少
女
の
大
部
分
が
遊
女

奉
公
に
上
が
っ
た
と
解
釈
せ
ざ
る
を
得
な
い
部
分
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
前
提
で
、
百
年
余
の
中
で
両
町
へ
移
動
し
た
少
女
た
ち
の
足
跡
を
た
ど
る

こ
と
は
、
遊
女
の
供
給
元
に
つ
い
て
解
明
す
る
手
段
に
な
る
と
考
え
る
。

七　

長
崎
市
中
桶
屋
町

「
文
化
五
年
市
中
明
細
帳 

」「
文
化
五
年
桶
屋
町
宗
旨
改
踏
絵
帳 

」
に
よ
れ

ば
桶
屋
町
の
規
模
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【図二】「桶屋町図面」長崎歴史文化博物館収蔵　ﾄ 13 ‐ 118
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【
史
料
二
】

一　

坪
数　

四
千
百
七
十
二
坪
四
合
一
夕
三
才

　
　

此
御
地
子
銀
一
貫
二
百
六
十
七
匁

一　

箇
所
数　

五
十
八
箇
所　

内
二
箇
所
ハ
増
箇
所

　
　
　

此
被
下
銀
七
貫
七
百
七
十
二
匁

一　

竈
数　

二
百
五
竈　
　
（
家
持
三
十
一
竈　

借
家
百
七
十
四
竈
）

一　

人
別　

四
百
八
十
一
人　

内
男
二
百
四
十
人　

女
二
百
四
十
一
人

桶
屋
町
は
、市
中
外
町
に
区
分
さ
れ
、町
の
役
は
陸
手
組
。
今
紺
屋
町
、古
町
、

今
博
多
町
、
大
井
手
町
と
五
町
組
を
成
し
、
筑
前
藩
の
御
宿
町
で
あ
っ
た32

。
箇

所
数
や
人
口
な
ど
惣
町
で
中
位
を
占
め
る
平
均
的
な
町
と
い
え
る
だ
ろ
う33

。

桶
屋
町
乙
名
は
、
当
初
品
川
氏
、
田
中
氏
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
か
ら
幕
末
ま

で
は
藤
家
が
勤
め
た34

。

桶
屋
町
は
町
人
が
集
住
す
る
地
区
に
あ
る
箇
所
数
や
人
口
か
ら
見
て
中
規
模

の
町
で
、
町
名
の
通
り
、
か
つ
て
は
桶
職
人
の
い
る
よ
う
な
職
人
や
商
売
人
の

町
で
あ
っ
た
。
文
化
五
年
の
住
民
の
総
人
数
四
百
八
十
一
人
。
内
訳
は
箇
所
持

百
二
人
、
家
代
十
五
人
、
借
家
人
三
百
六
十
四
人
で
あ
っ
た
。
家
代
は
、
借
家

人
で
あ
る
が
江
戸
下
町
の
大
家
の
よ
う
に
町
外
居
住
の
家
主
の
代
理
で
町
の
役

を
務
め
る
者
で
、町
の
準
構
成
員
と
し
て
世
襲
も
あ
っ
た
。住
民
の
約
二
十
パ
ー

セ
ン
ト
が
箇
所
持
、
約
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
借
家
人
と
い
う
住
民
構
成
で
あ
っ

た
。八　

桶
屋
町
少
女
の
遊
女
奉
公

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
か
ら
桶
屋
町
乙
名
と
し
て
勤
め
た
藤
貞
四
郎
は
、

住
民
の
移
動
や
旅
行
な
ど
を
踏
絵
帳
に
細
か
く
記
録
し
、
後
継
の
子
惣
太
夫
も

父
の
記
述
を
引
き
継
い
だ
た
め
、
親
子
二
代
に
及
ぶ
正
確
な
記
録
を
残
し
て
い

る
。
こ
の
期
間
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
ま
で
の
約
五
十
年
間
を
抽
出
し
桶

屋
町
か
ら
丸
山
・
寄
合
両
町
と
の
住
民
移
動
を
把
握
し
た
い
。

記
録
の
欠
落
、
両
町
へ
の
転
出
者
が
い
な
い
年
が
十
一
年
。
丸
山
・
寄
合
両

町
に
出
た
娘
は
計
七
十
五
人
。
特
に
年
間
五
人
と
い
う
年
も
あ
っ
た
の
で
、
一

律
と
は
い
か
な
い
が
傾
向
と
し
て
と
ら
え
れ
ば
、
最
年
少
七
歳
、
最
年
長
十
八

歳
、転
出
時
の
平
均
年
齢
十
二
歳
。年
季
が
明
け
た
も
の
か
再
び
桶
屋
町
へ
戻
っ

た
娘
が
三
十
八
人
、
平
均
年
齢
二
十
五
歳
、
平
均
奉
公
期
間
約
十
四
年
と
な
る
。

現
代
の
小
学
校
高
学
年
あ
た
り
で
奉
公
へ
出
て
、
四
年
ほ
ど
禿
と
し
て
修
業

【図三】「文化十一年桶屋町宗旨改絵踏帳」部分
長崎歴史文化博物館収蔵　11 ‐ 1 ‐ 1 ‐ 71
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和暦 西暦 名前 年齢 奉公先 旦那寺 竈筆頭者 関係 年季明

1 享和２ 1802 いち 12 寄合町 永昌寺 せき 母

2 かめ 11 寄合町 永昌寺 松次郎 父

3 やす 9 丸山町 大音寺 辻松 父

4 文化３ 1806 わか 12 寄合町 晧台寺 群八 父

5 とら 13 寄合町 正覚寺 半次 父 文政２

6 文化４ 1807 とく 12 寄合町 晧台寺 群八 父 文化10

7 かめ 9 丸山町 西勝寺 清蔵 父 文政11

8 はし 11 丸山町 本蓮寺 貞順 家内

9 文化５ 1808 ひろ 11 寄合町 長照寺 亀屋文次郎 父

10 ゆう 16 寄合町 本蓮寺 忠介 父

11 はつ 11 寄合町 聖徳寺 恵範 家内 文政11

12 文化６ 1809 くま 9 寄合町 光源寺 作五郎 父

13 いそ 13 寄合町 永昌寺 忠八 父 文政３

14 文化７ 1810 さく 12 丸山町 光源寺 作五郎 父

15 文化８ 1811 よね 9 寄合町 光永寺 宮松 父 文政13

16 みさ 11 寄合町 三宝寺 和三次 父 天保14

17 たき 9 丸山町 光永寺 伊三郎 父

18 こま 12 寄合町 晧台寺

19 文化９ 1812 ひさ 11 寄合町 晧台寺 かる 祖母

20 もと 15 丸山町 光永寺 孫四郎 父 文政６

21 きよ 11 丸山町 永昌寺 忠八 父 文政８

22 文化10 1813 さと 16 寄合町 晧台寺 けん 母

23 くま 9 寄合町 深崇寺 太三次 父

24 文化11 1814 くら 10 寄合町 晧台寺 いね 母

25 たつ 11 丸山町 西勝寺 五平次 父 文政12

26 さた 17 寄合町 本蓮寺

27 みよ 11 丸山町 三宝寺 和三次 父 文政13

28 きん 9 寄合町 光源寺 和三次 父

29 文化14 1817 たね 11 寄合町 深崇寺 徳太郎 父 天保２

30 文化15 1818 たつ 9 寄合町 光源寺 和三次 父 天保８

31 ふさ 14 丸山町 正覚寺 たつ 家内

32 文政２ 1819 しか 14 寄合町 永昌寺 しけ 祖母

33 こと 16 寄合町 勧善寺 喜平太 父

34 文政３ 1820 まつ 12 丸山町 長照寺 清五郎 兄

35 ひさ 16 寄合町 光源寺 作太郎 父

36 いわ 8 寄合町 聖徳寺 ふな 母

37 文政４ 1821 とき 18 丸山町 永昌寺 源右衛門 父

38 文政５ 1822 こま 8 寄合町 光源寺 いそ 母 天保11

39 すえ 10 寄合町 光源寺 はる 母 天保４

40 文政７ 1824 つね 17 寄合町 深崇寺 いそ 家内 天保４

和暦 西暦 名前 年齢 奉公先 旦那寺 竈筆頭者 関係 年季明

41 文政９ 1826 えん 7 寄合町 三宝寺 惣兵衛 父

42 かる 14 寄合町 永昌寺 留吉 父

43 とめ 12 丸山町 光永寺 留五郎 父

44 わさ 10 丸山町 光永寺 留五郎 父 天保15

45 文政10 1827 やえ 12 寄合町 晧台寺 惣助 兄 天保９

46 つる 14 寄合町 光雲寺 三次 父 天保12

47 文政11 1828 よね 12 寄合町 深崇寺 忠八 父

48 さな 8 寄合町 深崇寺 宗作 父 天保15

49 文政12 1829 みつ 13 寄合町 聖徳寺 ふな 母

50 天保２ 1831 えい 11 寄合町 光永寺 清介 父

51 天保４ 1833 くま 16 寄合町 三宝寺

52 天保５ 1834 みつ 15 丸山町 晧台寺 虎吉 兄

53 天保６ 1835 のぶ 15 寄合町 大光寺 寅之助 兄

54 天保７ 1836 くま 15 丸山町 三宝寺 平蔵 父

55 えい 15 寄合町 本蓮寺

56 らく 8 寄合町 深崇寺 つる 家内

57 よね 12 寄合町 深崇寺 乙吉 父

58 天保８ 1837 まち 15 丸山町 大光寺 実蔵 父

59 くに 16 丸山町 大光寺 茂平 父

60 天保９ 1838 とさ 15 寄合町 晧台寺 虎吉 兄

61 とら 12 寄合町 晧台寺 虎吉 兄

62 たま 7 寄合町 大音寺 まん 母

63 天保10 1839 みや 13 寄合町 正覚寺 しお 母

64 天保11 1840 ふく 14 寄合町 晧台寺 林蔵 父

65 天保12 1841 やす 12 寄合町 延命寺 与之助 父

66 たま 15 寄合町 正覚寺 つや 母

67 つね 14 寄合町 浄安寺 千蔵 父

68 天保13 1842 つる 13 寄合町 大光寺 惣兵衛 父

69 天保14 1843 むめ 12 丸山町 大光寺 嘉永３

70 つま 13 寄合町 光永寺 猪之吉 兄

71 みつ 15 寄合町 大音寺 はき 母

72 天保15 1844 しも 8 寄合町 永昌寺 正蔵 兄

73 えの 11 丸山町 勧善寺 恒吉 父

74 弘化４ 1847 かね 9 寄合町 光永寺 さく 母

75 嘉永４ 1851 もと 14 丸山町 光源寺 辰三郎 父

「桶屋町中家持借家宗旨改踏絵帳」 
「桶屋町元来宗旨改踏絵帳」 
「桶屋町宗旨改踏絵帳」 
長崎市立博物館収蔵　藤１１－１－１～１０９より作成

【表一】桶屋町から丸山町寄合町への移動者（享和～嘉永）
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し
た
後
十
年
間
遊
女
奉
公
す
る
と
い
う
典
型
が
見
え
る
。
桶
屋
町
出
身
の
娘
た

ち
の
家
庭
環
境
は
ほ
ぼ
全
員
が
借
家
人
で
あ
っ
た35

。

市
中
で
中
規
模
の
桶
屋
町
は
、
特
別
に
丸
山
・
寄
合
両
町
と
関
係
が
深
い
町

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
他
町
も
同
様
に
娘
た
ち
を
遊
女
奉
公
へ
出
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
勝
山
町
の
踏
絵
帳
（
断
片
）36

に
は
、
町
内
馬
田
猪

十
郎
借
家
い
ね
（
三
九
）
娘
し
ま
（
一
四
）
が
寄
合
町
へ
転
出
し
て
い
る
。
同

年
、
桶
屋
町
か
ら
両
町
へ
の
転
出
は
な
く
、
寄
合
町
か
ら
き
よ
（
二
五
）
が
弟

元
之
助
（
二
一
）
の
竈
に
転
入
し
て
い
る
。

文
化
八
年（
一
八
一
一
）八
幡
町
え
い
家
代
卯
右
衛
門（
四
二
）娘
み
ね（
一
三
）

が
寄
合
町
へ
転
出
。
高
木
作
右
衛
門
借
家
郡
八
（
五
九
）
娘
え
い
（
二
九
）
が

丸
山
町
か
ら
八
幡
町
へ
転
入
し
て
い
る37

。
同
年
の
桶
屋
町
で
は
丸
山
町
二
名
、

寄
合
町
一
名
の
転
出
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
桶
屋
町
だ
け
が
特
別
で
は
な

く
、
他
町
も
桶
屋
町
同
様
に
借
家
人
の
娘
た
ち
が
丸
山
遊
廓
へ
遊
女
奉
公
に
行

く
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
珍
し
い
事
象
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
た
い
。

九　

奉
公
へ
行
く
娘
た
ち
の
家
庭

桶
屋
町
の
踏
絵
帳
は
、
竈38

別
に
記
入
さ
れ
て
お
り
、
多
く
場
合
は
家
族
単
位

で
あ
っ
た
が
、
一
人
暮
ら
し
や
転
入
者
た
ち
を
集
め
た
寄
せ
竈
も
見
ら
れ
た
。

娘
を
遊
女
奉
公
に
出
す
家
は
一
様
に
貧
し
く
、
竈
の
構
成
も
複
雑
な
所
帯
が
多

か
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
、
二
例
を
あ
げ
て
み
た
い
。

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
桶
屋
町
打
橋
借
家
に
住
む
佐
十
郎
（
五
六
）
の

竈
に
娘
よ
し
（
二
四
）
が
年
季
明
け
で
帰
っ
て
き
た
。
よ
し
は
、
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
十
一
歳
で
寄
合
町
へ
出
た
。
お
よ
そ
十
三
年
の
奉
公
で
あ
っ
た
。

佐
十
郎
は
血
縁
関
係
の
な
い
養
父
。
よ
し
が
奉
公
に
出
た
年
に
母
も
と
と
佐
十

郎
が
夫
婦
と
な
っ
た
た
め
、
よ
し
が
年
季
明
け
で
戻
っ
て
き
た
と
き
に
は
佐
十

郎
の
娘
と
い
う
立
場
に
な
っ
て
い
た
。
母
も
と
（
六
六
）
は
佐
十
郎
と
離
縁
し

高
齢
で
別
の
竈
に
お
り
、
よ
し
の
帰
宅
後
す
ぐ
に
死
亡
し
て
い
る
。
も
と
の
死

後
今
紺
屋
町
か
ら
こ
の
（
一
五
）
と
い
う
女
子
が
よ
し
の
娘
と
し
て
同
じ
竈
に

入
り
佐
十
郎
の
孫
と
な
っ
た
。

年
齢
的
に
こ
の
と
よ
し
と
の
親
子
関
係
は
考
え
難
く
、
佐
十
郎
、
よ
し
、
こ

の
、
全
く
赤
の
他
人
同
士
が
家
族
の
よ
う
に
一
つ
竈
に
集
ま
っ
た
。
や
が
て
、

よ
し
と
こ
の
は
欠
落
し
行
方
不
明
と
な
る
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
調
べ
る
と
も
と
と

よ
し
と
が
血
の
つ
な
が
っ
た
親
子
で
あ
っ
た
の
か
も
疑
わ
し
い
。
こ
の
よ
う
に

近
代
民
法
の
概
念
で
は
家
族
と
は
い
え
な
い
よ
し
の
竈
で
あ
っ
た
が
、
血
縁
で

は
な
く
見
せ
か
け
の
擬
制
的
親
子
関
係
で
あ
っ
た
寄
せ
竈
は
大
き
な
遊
女
供
給

源
で
あ
っ
た39

。

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
和
三
次
（
四
〇
）
は
る
（
三
〇
）
夫
婦
は
、
茂
木

村
か
ら
職
を
求
め
て
桶
屋
町
に
入
っ
た
。
長
崎
市
中
で
は
日
用
の
仕
事
な
ど
何

と
か
飢
え
ず
に
暮
ら
せ
る
た
め
、
周
辺
郷
村
か
ら
の
転
入
者
が
多
か
っ
た
。
夫

婦
は
六
人
の
娘
を
産
み
、
そ
の
内
五
人
を
丸
山
・
寄
合
両
町
へ
遊
女
奉
公
に
出

し
た
。

長
女
み
さ
は
文
化
八
年
か
ら
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
の
三
十
二
年
間
寄

合
町
に
い
た
。
年
季
を
終
え
そ
の
ま
ま
と
ど
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
下
女

奉
公
を
し
て
い
た
の
か
、
才
を
見
込
ま
れ
て
や
り
手
を
勤
め
た
も
の
か
戻
っ
た

時
に
は
四
十
三
歳
に
な
っ
て
い
た
。
二
女
み
よ
は
文
化
十
一
年
か
ら
文
政
十
三

年
（
一
八
三
〇
）
ま
で
の
十
六
年
間
、
四
女
た
つ
は
文
化
十
五
年
か
ら
天
保
八

年
の
一
九
年
間
、
五
女
す
え
は
文
政
五
年
か
ら
天
保
四
年
ま
で
の
十
一
年
間
と

い
ず
れ
も
長
期
間
丸
山
遊
廓
で
働
い
た
。
三
女
き
ん
は
文
化
十
一
年
寄
合
町
へ

奉
公
に
出
た
が
、
そ
の
後
は
不
明
で
あ
る
。
身
請
け
さ
れ
他
町
へ
出
た
か
、
病

気
で
亡
く
な
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
六
女
る
い
だ
け
は
遊
女
奉
公
へ
出
る
こ

と
な
く
勝
山
町
へ
嫁
ぎ
、
そ
の
後
も
母
や
姉
と
の
関
係
を
保
ち
、
母
は
る
の
最
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期
を
看
取
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

十　

遊
女
奉
公
の
契
約

遊
女
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
質
的
に
人
身
売
買
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
法
令
に
よ
り
厳
し
く
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、
遊
女
屋
と
遊
女
は
勤
奉
公40

と
い
う
雇
用
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
。

丹
野
勲
氏
は
「
多
く
は
奉
公
契
約
の
形
式
で
雇
わ
れ
、
給
金
は
一
般
の
下
女

奉
公
な
ど
に
比
し
て
高
額
で
は
あ
っ
た
が
、
例
外
な
く
前
借
（
実
質
的
に
は
身

代
金
）
の
形
を
と
っ
た
ほ
か
、
病
死
・
頓
死
の
場
合
の
死
後
、
特
約
文
言
が
付

さ
れ
た
り
、
縁
付
（
妻
や
妾
と
し
て
）
や
転
売
の
自
由
な
ど
を
抱
え
主
に
対
し

て
特
約
す
る
な
ど
、人
身
売
買
的
な
特
質
を
強
く
有
し
て
い
た41

」
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
遊
女
奉
公
の
契
約
か
ら
長
崎
の
遊
女
た
ち
に
付
さ
れ
た
条
件
を
探

り
、
ど
の
よ
う
な
制
限
下
で
奉
公
し
て
い
た
の
か
探
っ
て
い
き
た
い
。

古
賀
十
二
郎
氏
は
「
遊
女
奉
公
は
、
唯
養
何
年
、
遊
女
奉
公
十
ケ
年
、
以
上

二
つ
の
場
合
の
増
年
と
、
三
種
に
大
別
す
る
事
が
で
き
る42

」
と
し
、
宝
暦
の
傾

城
奉
公
請
状
と
慶
応
の
遊
女
奉
公
請
状
を
比
較
し
た
。

傾
城
（
遊
女
）
請
状
と
は
、
親
置
主
、
請
人
、
奉
公
人
三
名
よ
り
抱
主
に
差

し
出
す
請
書
で
、
奉
公
人
の
身
代
銀
証
と
遊
女
奉
公
契
約
承
諾
書
で
あ
っ
た43

。

宝
暦
の
請
状
を
例
に
す
る
と
以
下
の
よ
う
な
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
①

奉
公
年
限
、
②
身
代
銀
受
領
、
③
契
約
に
つ
い
て
の
苦
情
、
④
無
作
法
無
勤
、

⑤
下
仕
へ
降
格
、
⑥
親
の
暇
乞
い
、
⑦
逃
帰
り
の
連
れ
戻
し
、
⑧
遊
女
の
窃
盗
、

⑨
遊
女
の
質
入
れ
、
⑩
他
者
か
ら
の
身
請
、
⑪
病
死
不
慮
の
死
、
以
上
十
一
項

目
に
わ
た
っ
て
、
抱
主
が
迷
惑
を
被
ら
な
い
よ
う
に
取
り
決
め
て
い
る
。

続
い
て
、
慶
応
の
請
状
を
宝
暦
の
も
の
と
比
較
し
て
、
増
加
し
た
項
目
を
次

の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
①
遊
女
外
出
制
限
、
②
遊
女
妊
娠
、
③
抱
主
そ
の

他
と
の
出
入
、
④
勤
引
、
⑤
密
事
、
⑥
怠
勤
の
増
奉
公
、
⑦
取
替
銀
渋
滞
に
よ

る
増
奉
公
、
⑧
遊
女
の
無
心
、
⑨
奉
公
中
出
来
の
取
計
い
、
⑩
家
風
に
背
く
行

為
。
以
上
に
つ
い
て
古
賀
氏
は
「
遊
女
の
自
由
を
束
縛
し
て
余
す
所
無
き
が
如

き
観
が
あ
る44

」
と
記
し
て
い
る
。

本
馬
貞
夫
氏
は
、
古
賀
氏
の
提
示
し
た
宝
暦
・
慶
応
の
差
異
に
つ
い
て
、「
江

戸
中
・
後
期
に
抱
主
側
を
悩
ま
す
種
々
の
事
例
が
あ
っ
て
、
証
文
内
容
の
変
更

は
、
そ
う
し
た
事
例
へ
の
遊
女
屋
の
対
応
を
集
約
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
」
と
評
価
し
て
い
る45

。
ま
た
、
複
数
の
請
状
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
請

状
の
記
載
項
目
が
慶
応
の
請
状
へ
収
斂
さ
れ
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。請

状
の
変
化
は
、
抱
主
の
事
情
と
い
う
主
因
が
あ
っ
て
、
そ
の
原
因
が
遊
女

を
め
ぐ
る
出
身
家
庭
や
町
に
か
ら
む
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

慶
応
の
請
状
に
含
ま
れ
る
「
遊
女
の
外
出
」、「
遊
女
の
妊
娠
」、「
密
事
」、「
怠

勤
」、「
遊
女
の
無
心
」
等
は
、
抱
主
で
あ
る
遊
女
屋
を
悩
ま
せ
て
い
た
も
の
の

裏
返
し
と
し
て
明
記
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
密
事
」
と
は
、
遊
女
屋
の
主
人
や
経
営
側
の
男
性
と
抱
の
遊
女
が
男
女
の

関
係
に
な
る
と
い
う
こ
と
。
吉
原
で
は
楼
内
の
男
衆
と
遊
女
、
新
造
、
や
り
手

な
ど
と
私
通
す
る
こ
と
は
厳
禁
と
さ
れ
、
発
覚
し
た
場
合
は
解
雇
の
上
、
廓
内

か
ら
追
放
さ
れ
た46

。
も
ち
ろ
ん
楼
主
が
同
様
の
行
為
を
と
れ
ば
、
楼
内
に
し
め

し
が
つ
か
ず
経
営
者
失
格
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
を
前
提
と
し
て
請
状
に
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
丸
山
遊
廓
の
風

儀
が
乱
れ
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

同
様
に
、「
遊
女
の
外
出
」
で
は
、無
断
で
頻
繁
に
外
出
・
外
泊
す
る
遊
女
、「
遊

女
の
妊
娠
」
で
は
産
前
産
後
の
休
養
ま
で
明
記
す
る
ほ
ど
出
産
が
一
般
的
だ
っ

た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
勤
務
態
度
に
つ
い
て
も
怠
勤
、
無
心
は
数
多
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。

禁
止
事
項
を
証
書
に
明
記
し
、
一
筆
と
し
て
保
存
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ト
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和暦 西暦 名前 年齢 奉公先 旦那寺 竈筆頭者名 関係 行　　方
1 寛政９ 1797 やさ 27 丸山町 光永寺 竹下金四平 家内 ３月今鍛冶屋町へ出る
2 享和３ 1803 よし 26 丸山町 浄安寺
3 享和３ 1803 しな 27 丸山町 長照寺 同年中紺屋町へ出る
4 文化４ 1807 かつ 9 丸山町 深崇寺 いそ 姉 文化13年死亡
5 文化６ 1809 よし 24 寄合町 浄安寺 佐十郎 父 文化10欠落
6 文化６ 1809 はる 27 寄合町 晧台寺 まさ 母 天保７今紺屋町へ出る
7 文化10 1813 とく 19 丸山町 晧台寺 儀兵衛 従弟 文政10欠落
8 文化11 1814 まさ 19 丸山町 本蓮寺 忠助 父 文化14死亡
9 文化15 1818 くら 15 寄合町 晧台寺 いね 母 文政３死亡
10 文政２ 1819 とら 26 寄合町 正覚寺 やす 家内 12月西上町へ出る
11 文政３ 1820 いそ 25 寄合町 永昌寺 文政６銅座跡へ出る
12 文政３ 1820 つね 25 丸山町 本蓮寺 徳兵衛 父 12月船大工町へ出る
13 文政６ 1823 もと 26 丸山町 光永寺 孫四郎 父 天保７死亡
14 文政７ 1824 さと 27 寄合町 本蓮寺 弥三次 父 文政８北馬町へ出る
15 文政８ 1825 きよ 24 寄合町 永昌寺 元之助 弟 文政12欠落
16 文政11 1828 しか 29 寄合町 大光寺 帯屋久蔵 義父 結婚・２子出産
17 文政11 1828 はつ 32 寄合町 聖徳寺 12月榎津町へ出る
18 文政11 1828 かめ 31 丸山町 西勝寺 天保３船大工町へ出る
19 文政12 1829 たつ 26 丸山町 西勝寺 五平次 父 天保３炉粕町へ出る
20 文政13 1830 よね 28 寄合町 光永寺 宮松 父 天保15死亡
21 文政13 1830 みよ 28 丸山町 三宝寺 はる 母 弘化２勝山町へ出る
22 天保２ 1831 たね 27 寄合町 深崇寺 ２子出産
23 天保４ 1833 つね 27 寄合町 深崇寺 長次郎 弟
24 天保４ 1833 すえ 22 寄合町 光源寺 はる 母 嘉永２死亡
25 天保６ 1835 つね 29 寄合町 大光寺 吉太郎 父 天保５欠落
26 天保８ 1837 たつ 29 寄合町 光源寺 天保15死亡
27 天保８ 1837 つる 25 寄合町 光雲寺 同年丸山町へ出る
28 天保９ 1838 やえ 24 寄合町 晧台寺 丈大夫 弟
29 天保11 1840 こま 26 寄合町 光源寺 貞吉 夫 結婚
30 天保12 1841 つる 27 丸山町 光雲寺 12月本五島町へ出る
31 天保13 1842 まち 20 丸山町 大光寺 ゆく 母
32 天保14 1843 こと 27 寄合町 深崇寺 九兵衛 夫 結婚・２子出産
33 天保14 1843 みさ 42 丸山町 光源寺 はる 母
34 天保15 1844 さな 25 寄合町 深崇寺 重次郎 弟 弘化２出奔
35 天保15 1844 わさ 29 丸山町 光永寺 豊吉 弟 嘉永３本五島町へ出る
36 天保15 1844 みつ 25 丸山町 晧台寺 わき 母 弘化２出奔
37 嘉永３ 1850 たき 28 寄合町 晧台寺 嘉永４年今紺屋町へ出る
38 嘉永３ 1850 むめ 20 丸山町 大光寺 喜蔵 家内

「桶屋町宗旨改踏絵帳」から作成

【表二】丸山町寄合町から桶屋町への移動者（寛政～嘉永）
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ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
時
の
た
め
の
備
え
で
あ
る
。
請
状
の
存
在
は
、
遊
女
の
実
家

や
出
身
町
の
住
人
、
遊
女
の
関
係
者
ま
で
も
が
事
態
を
複
雑
に
さ
せ
、
遊
女
屋

や
遊
廓
、
両
町
役
人
を
困
ら
せ
て
い
た
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る47

。

十
一　

年
季
明
け
の
遊
女

丸
山
遊
女
の
年
季
明
け
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
に
、
吉
原
遊
廓
の
年
季
明
け

が
、
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
た
の
か
一
例
を
紹
介
し
た
い
。

【
史
料
三
】

　

�

さ
て
ま
た
右
体
種
々
の
苦
患
を
凌
ぎ
、
死
を
も
免
れ
、
首
尾
よ
く
年
季
を

勤
め
上
げ
た
り
と
も
、
一
旦
売
女
に
堕
ち
た
る
も
の
は
再
び
素
人
に
は
復

り
が
た
く
、
一
生
廃
れ
た
る
人
な
る
故
に
、
売
女
に
す
る
を
地
獄
へ
堕
す

と
い
ふ

�

（『
世
事
見
聞
録48

』）

年
季
の
明
け
た
遊
女
に
対
す
る
世
間
一
般
の
見
方
は
史
料
三
の
示
す
通
り
で

あ
ろ
う
。
著
者
武
陽
隠
士
は
、
過
酷
な
体
験
を
経
て
、
無
事
年
季
明
け
を
迎
え

た
と
し
て
も
元
遊
女
は
廃
人
と
な
り
素
人
に
は
戻
れ
な
い
と
す
る
。
ま
た
、「
売

女
を
家
の
女
房
に
す
る
時
は
必
ず
身
上
破
滅
の
基
な
り
と
て
、
一
家
親
族
の
も

の
忌
み
嫌
ふ
事
な
り49

」
と
元
遊
女
と
の
婚
姻
に
つ
い
て
も
否
定
的
で
あ
っ
た
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。

今
日
の
価
値
観
で
当
時
の
意
見
を
裁
く
資
格
は
な
い
が
、
江
戸
吉
原
を
対
象

と
し
た
個
人
的
な
見
解
を
一
般
化
し
て
考
え
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。

「
延
宝
長
崎
土
産
」は
、筆
者
と
元
遊
女
の
問
答
を
も
と
に
書
か
れ
て
い
る
が
、

物
知
り
の
元
遊
女
は
楼
主
の
後
家
と
元
や
り
手
と
い
う
設
定
で
あ
っ
た
。
元
遊

女
の
成
功
者
と
し
て
、
廓
に
残
り
関
係
者
と
結
婚
し
た
り
、
経
営
の
ス
タ
ッ
フ

と
な
っ
た
り
す
る
事
例
は
多
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

年
季
明
け
の
遊
女
た
ち
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、【
史
料
三
】
に
対
し
て
、

見
初
め
ら
れ
て
幸
せ
な
結
婚
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
、
馴
染
み
客
の
妾
に
な
っ

た
元
遊
女
も
い
た
と
い
っ
た
伝
聞
を
も
と
に
少
数
の
例
が
み
ら
れ
る
が
、
ほ
と

ん
ど
不
明
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
実
態
で
あ
ろ
う
。

江
戸
時
代
吉
原
の
遊
女
を
読
ん
だ
川
柳
に
「
傾
城
が
客
を
見
立
て
る

二
十
七
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
年
季
明
け
が
迫
る
と
客
の
中
か
ら
、
所
帯
を

も
て
そ
う
な
男
を
遊
女
が
見
繕
う
と
い
う
意
味50

だ
が
、
身
請
け
や
年
季
明
け
が

遊
女
に
と
っ
て
、
解
放
だ
け
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
進
路
に
つ
い
て
自
分

で
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
岐
路
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

江
戸
吉
原
の
場
合
、
遊
女
の
実
家
は
遠
国
で
あ
っ
た
り
、
遊
女
に
出
さ
な
い

と
存
続
で
き
な
い
ほ
ど
貧
し
い
家
庭
で
あ
っ
た
り
、
実
家
に
戻
る
の
は
難
し

か
っ
た
遊
女
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
長
崎
で
は
、
遊
女
は
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
、
彼
女
ら
の
年
季
明

け
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

【
史
料
四
】

　

①�

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
個
人
が
自
分
で
売
春
す
る
の
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ

そ
本
人
が
社
会
か
ら
蔑
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
日
本
で
は
全
然
本
人

の
罪
で
は
な
い
。
大
部
分
は
ま
だ
自
分
の
運
命
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な

い
年
齢
で
早
く
も
売
ら
れ
て
い
く
の
が
普
通
な
の
で
あ
る
。
子
ど
も
は

両
親
の
家
を
後
に
し
て
喜
ん
で
出
て
い
く
。
お
い
し
い
も
の
が
食
べ
ら

れ
美
し
い
着
物
が
着
ら
れ
、
楽
し
い
生
活
が
で
き
る
寮
制
の
学
校
に
で

も
入
る
よ
う
な
気
持
ち
で
遊
女
屋
に
行
く
。

　

②�
二
十
五
歳
に
達
す
る
と
、
こ
の
娘
た
ち
は
再
び
自
由
の
身
に
な
る
。
借

金
の
抵
当
に
働
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
年
季
奉
公
も
や
め
ら
れ
、
私
が
こ
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ん
な
こ
と
を
い
う
と
、
み
な
さ
ん
は
さ
ぞ
驚
か
れ
る
だ
ろ
う
が
、
彼
女

ら
は
尊
敬
す
べ
き
婦
人
と
し
て
も
と
の
社
会
に
復
帰
す
る
の
で
あ
る
。

�

（『
ポ
ン
ぺ
日
本
滞
在
見
聞
記51

』）

【
史
料
四
】
は
、
幕
末
の
長
崎
で
近
代
的
な
医
学
教
育
を
行
っ
た
ポ
ン
ぺ52

の

記
述
で
あ
る
。
①
は
、
遊
女
は
本
人
の
意
思
で
は
な
く
、
貧
し
さ
の
た
め
遊
女

屋
へ
売
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
決
し
て
本
人
の
罪
で
は
な
い
。
補
足
す
れ
ば
、
親

孝
行
の
娘
と
い
う
見
方
を
世
間
か
ら
さ
れ
て
い
た
と
い
う
目
撃
証
言
で
あ
る
。

②
は
年
季
明
け
の
遊
女
は
、
偏
見
も
な
く
一
般
市
民
の
生
活
に
戻
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

古
賀
十
二
郎
氏
は
「
嫖
客
が
長
崎
人
で
あ
る
場
合
な
ど
は
、
男
も
女
も
、
互

い
に
身
元
を
知
合
ひ
、
互
い
に
心
を
許
し
あ
ひ
、
自
然
恋
仲
深
く
な
り
、
情
交

濃
や
か
に
な
る
傾
き
が
あ
っ
た53

」
と
記
述
し
、
地
元
出
身
者
同
士
が
結
び
つ
く

可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、吉
原
遊
廓
と
比
較
し
て
丸
山
遊
女
に
対
す
る
偏
見
が
少
な
く
、

結
婚
も
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
う
見
方
に
つ
い
て
、
桶
屋
町
の
事
例
を
も
と
に

確
認
し
て
い
き
た
い
。

十
二　

桶
屋
町
に
帰
っ
て
き
た
年
季
明
け
の
遊
女
た
ち

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
か
ら
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
ま
で
の
五
十
三
年

間
で
、
丸
山
・
寄
合
両
町
か
ら
桶
屋
町
へ
転
入
し
た
住
民
は
、
三
十
八
人
。
全

員
が
女
性
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
二
十
代
半
ば
か
ら
後
半
で
、
そ
の
内
十
九
人

が
も
と
も
と
桶
屋
町
出
身
の
女
性
で
あ
っ
た
。

両
町
で
過
ご
し
た
期
間
や
年
齢
か
ら
、
こ
の
中
の
多
く
が
遊
女
奉
公
に
出
た

娘
た
ち
と
考
え
た
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
平
均
年
齢
二
十
五
歳
、
平
均
奉
公

期
間
約
十
四
年
と
い
う
デ
ー
タ
に
な
る
。

町
を
出
た
時
の
竈
主
は
、
父
四
十
三
人
、
母
十
二
人
、
兄
八
人
、
祖
母
二
人
、

一
人
竈
・
寄
せ
竈
十
人
で
あ
っ
た
。
一
方
、
遊
女
奉
公
を
終
え
て
桶
屋
町
に
転

入
し
て
き
た
女
性
た
ち
が
入
っ
た
時
の
竈
主
は
、
父
九
人
、
母
七
人
、
弟
五
人
、

姉
一
人
、
夫
二
人
、
一
人
竈
・
寄
せ
竈
十
四
人
で
あ
っ
た
。

個
人
差
を
均
し
て
い
え
ば
、
約
十
四
年
間
と
い
う
期
間
に
父
が
死
亡
し
、
兄

が
新
し
い
竈
で
独
立
し
、
元
の
竈
は
老
い
た
母
や
弟
が
守
っ
て
い
る
と
い
う
竈

状
況
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
元
の
竈
に
戻
ら
ず
、
一
人
竈
を
つ

く
っ
た
り
、
町
の
都
合
で
寄
せ
竈
へ
入
っ
た
り
、
娘
か
ら
女
性
へ
と
成
長
す
る

間
の
長
い
ブ
ラ
ン
ク
が
数
字
に
表
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
桶
屋
町
に
戻
っ
た
彼
女
た
ち
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
進
路
を

た
ど
っ
た
の
か
「
踏
絵
帳
」
の
記
載
を
も
と
に
追
跡
し
た
い
。

①
他
町
へ
の
転
出

三
十
八
人
の
内
、
桶
屋
町
か
ら
長
崎
市
中
の
他
の
町
へ
転
出
し
た
者
は
十
六

名
。
今
紺
屋
町
、
本
五
島
町
、
船
大
工
町
に
二
人
の
転
出
者
が
あ
っ
た
が
、
残

り
は
今
鍛
冶
屋
町
、
中
紺
屋
町
、
西
上
町
、
北
馬
町
、
榎
津
町
、
炉
粕
町
、
勝

山
町
、
本
石
灰
町
、
丸
山
町
、
銅
座
跡
に
一
人
ず
つ
の
転
出
と
な
っ
て
お
り
、

特
定
の
町
へ
の
集
中
や
偏
り
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

他
町
へ
転
出
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。
結
婚
、
就
業
、
相
続
な

ど
の
可
能
性
が
あ
り
、
新
た
な
町
で
新
た
な
人
生
を
再
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
中
で
本
石
灰
町
、
船
大
工
町
、
丸
山
町
、
銅
座
跡
に
は
煮
売

屋
を
は
じ
め
飲
食
店
も
多
い
こ
と
か
ら
、女
性
労
働
力
の
ニ
ー
ズ
は
高
か
っ
た
。

②
死
亡

死
失
に
つ
い
て
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
ま
で
の
桶
屋
町
「
踏
絵
帳
」

で
確
認
で
き
た
者
は
七
名
。
名
と
死
亡
時
の
年
齢
を
記
載
す
る
と
次
の
よ
う
に
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な
る
。
か
つ
（
一
八
）、
ま
さ
（
二
二
）、
く
ら
（
一
七
）、
も
と
（
三
九
）、
よ

ね
（
四
二
）、
す
え
（
三
八
）、
た
つ
（
三
五
）。

か
つ
と
ま
さ
は
低
年
齢
で
な
お
か
つ
桶
屋
町
か
ら
転
出
し
た
記
録
が
な
い
の

で
、
遊
女
奉
公
へ
出
た
娘
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

く
ら
は
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
十
歳
の
時
に
母
い
ね
と
の
二
人
竈
か
ら

寄
合
町
へ
出
た
。同
十
五
年
十
五
歳
で
桶
屋
町
へ
帰
り
二
年
後
死
亡
し
て
い
る
。

何
ら
か
の
病
気
や
事
故
で
帰
り
、
家
で
養
生
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

も
と
は
、
文
化
九
年
に
十
五
歳
で
丸
山
町
へ
出
て
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）

二
十
六
歳
で
帰
っ
た
。
同
様
に
よ
ね
は
、
文
化
八
年
に
出
て
、
文
政
十
三
年
に

帰
る
。こ
の
時
二
十
八
歳
。す
え
は
、文
政
五
年
に
出
て
、天
保
四
年（
一
八
三
三
）

に
二
十
二
歳
で
帰
る
。
た
つ
は
、
文
化
十
五
年
に
出
て
、
天
保
八
年
に
二
十
九

歳
で
帰
っ
た
。

桶
屋
町
全
体
で
見
て
、
遊
女
奉
公
か
ら
帰
っ
た
女
性
た
ち
の
死
亡
年
齢
が
突

出
し
て
若
い
こ
と
や
、
年
季
明
け
か
ら
わ
ず
か
の
間
に
死
亡
す
る
遊
女
が
多

か
っ
た
と
い
う
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
い
。

で
は
、
遊
女
奉
公
期
間
中
に
死
亡
率
が
高
か
っ
た
か
と
い
う
と
「
寛
政
九
年

正
月　

寄
合
町
元
来
宗
旨
改
踏
絵
帳54

」
に
よ
れ
ば
、
源
氏
名
を
持
つ
遊
女
・
禿

な
ど
、
合
計
四
百
八
十
三
人
中
一
年
間
で
死
亡
し
た
遊
女
は
、
西
田
佐
太
郎
抱

遊
女
琴
柱
（
一
九
）
一
人
で
あ
っ
た
。
一
例
に
し
か
過
ぎ
な
い
が
極
端
に
低
い

死
亡
率
は
、
く
ら
の
よ
う
に
病
弱
な
娘
を
実
家
に
帰
し
養
生
さ
せ
て
い
た
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

③
欠
落

こ
こ
で
い
う
欠
落
と
は
、
無
届
で
正
月
六
日
の
踏
絵
に
来
な
か
っ
た
者
の
こ

と
を
指
す
。
踏
絵
帳
に
は
一
律
に
「
正
月
五
日
夜
欠
落
」
と
あ
る
が
、
前
年
の

正
月
六
日
夜
か
ら
一
年
間
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
者
で
、
月
日
は
特
定
で
き
な

い
。夜

逃
げ
や
無
許
可
で
の
旅
行
、
事
件
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
で
欠
落
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
し
ば
ら
く
し
て
立
ち
帰
り
、
ま
た
何

事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
住
民
に
戻
る
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。

桶
屋
町
で
元
遊
女
と
思
わ
れ
る
欠
落
者
は
六
人
。
名
と
欠
落
時
の
年
齢
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
よ
し（
二
五
）、と
く（
一
九
）、き
よ（
二
八
）、つ
ね（
二
八
）、

さ
な
（
二
六
）、
み
つ
（
二
六
）
で
あ
っ
た
。

④
結
婚
・
出
産

出
産
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
吉
原
と
違
い
、
丸
山
遊
女
は
公
に
出
産
が
認
め
ら

れ
て
い
た
。
産
前
産
後
の
休
業
や
養
育
に
つ
い
て
の
細
か
い
指
示
も
長
崎
奉
行

所
か
ら
受
け
て
い
た55

。

桶
屋
町
の
踏
絵
帳
に
は
、
老
人
世
帯
に
突
然
新
生
児
が
書
き
加
え
ら
れ
、
し

ば
ら
く
す
る
と
丸
山
・
寄
合
両
町
か
ら
年
季
明
け
と
思
わ
れ
る
女
性
が
転
入
し

て
く
る
と
い
う
記
載
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

転
入
女
性
と
幼
児
の
間
柄
に
母
子
と
い
う
関
係
が
記
載
さ
れ
る
の
で
、
そ
の

女
性
が
出
産
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
奉
行
所
か
ら
は
遊
女
が
出
産
し
た
子
は

実
家
で
養
育
す
る
よ
う
に
と
指
示
が
あ
り56

、
結
果
と
し
て
年
季
明
け
に
晴
れ
て

親
子
と
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
配
慮
と
な
っ
た
。

丸
山
・
寄
合
両
町
か
ら
桶
屋
町
へ
転
入
後
に
出
産
し
た
女
性
は
四
人
。
そ
の

中
の
二
人
は
嫁
入
り
後
に
出
産
し
た
。

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
桶
屋
町
箇
所
持
町
人
帯
屋
久
蔵
（
六
四
）
の
竈

に
丸
山
町
か
ら
し
か
（
二
九
）
が
入
り
、
倅
俊
達
（
三
八
）
の
女
房
に
な
っ

た
。
前
年
に
は
嫁
入
り
に
先
駆
け
て
、
長
女
む
ら
が
誕
生
し
て
お
り
、
翌
年
嫁

入
り
と
同
じ
年
に
二
女
つ
る
が
誕
生
し
た
。
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
同
五
年

に
長
男
寿
三
郎
、
次
男
辰
三
郎
を
出
産
し
、
あ
わ
せ
て
四
人
の
母
と
な
っ
た
。
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事
情
が
あ
っ
た
の
か
、
翌
六
年
に
は
家
族
六
人
で
久
蔵
の
借
家
に
移
り
別
竈
を

つ
く
っ
た
。
し
か
が
元
遊
女
で
あ
っ
た
と
い
う
記
載
は
な
い
が
、
嫁
入
り
に
先

駆
け
て
長
女
を
出
産
し
た
こ
と
、
結
婚
出
産
後
実
家
と
別
れ
て
独
立
し
た
こ
と

な
ど
、
遊
女
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
て
い
る
。

天
保
十
四
年
、
桶
屋
町
箇
所
持
町
人
竹
下
九
兵
衛
（
三
〇
）
の
竈
に
、
寄
合

町
か
ら
こ
と
（
二
七
）
が
嫁
入
り
し
た
。
九
兵
衛
に
は
す
で
に
二
人
連
れ
子
が

い
た
。
九
兵
衛
は
、
天
保
三
年
三
歳
年
上
の
み
つ
を
娶
り
、
新
蔵
、
庄
蔵
の
二

子
を
得
た
。
事
情
は
不
明
だ
が
同
六
年
み
つ
は
二
人
の
子
を
残
し
て
銀
屋
町
へ

去
り
、
同
八
年
一
旦
戻
っ
た
も
の
の
同
十
年
子
弥
三
郎
を
出
産
後
今
度
は
本
五

島
町
へ
出
た
。
再
び
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
離
縁
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
九
兵

衛
は
同
十
二
年
箇
所
持
町
人
と
な
り
屋
号
竹
下
屋
を
名
乗
り
、
同
十
四
年
に
丸

山
か
ら
こ
と
を
嫁
に
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。
み
つ
の
産
ん
だ
弥
三
郎
は
九
兵
衛

の
父
文
六
と
同
じ
竈
に
残
し
て
こ
と
と
再
婚
し
た
わ
け
だ
が
、
二
人
の
間
に
も

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
勝
三
郎
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
よ
し
の
二
子
が

生
ま
れ
て
い
る
。

天
保
二
年
、寄
合
町
か
ら
桶
屋
町
へ
、た
ね
（
二
七
）
が
転
入
し
た
。
た
ね
は
、

文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
打
橋
小
藤
太
借
家
徳
太
郎
竈
の
家
内
か
ら
、
寄
合

町
へ
転
出
し
た
も
の
だ
っ
た
。
徳
太
郎
と
女
房
い
そ
は
、
文
化
七
年
本
紙
屋
町

と
大
黒
町
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
転
入
し
て
夫
婦
と
な
り
、
新
し
い
竈
を
つ
く
っ
た
。

こ
の
竈
に
は
、
文
化
十
一
年
大
黒
町
よ
り
居
町
払57

を
受
け
た
次
三
郎
（
二
六
）

が
同
年
三
月
隣
の
今
紺
屋
町
へ
出
る
ま
で
家
内
と
な
っ
た
。
次
三
郎
と
い
そ
の

関
係
は
不
明
で
あ
る
。
文
化
十
二
年
大
黒
町
よ
り
、た
ね
（
一
二
）、つ
ね
（
八
）

二
人
が
竈
へ
入
っ
た
。
い
そ
と
の
関
係
は
定
か
で
は
な
い
が
、
熊
太
郎
と
い
そ

の
間
に
生
ま
れ
た
長
次
郎
、
こ
ま
と
兄
弟
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

た
ね
が
寄
合
町
に
出
た
翌
年
、
徳
太
郎
は
死
亡
し
、
い
そ
の
竈
は
長
次
郎
、

こ
ま
、
家
内
の
つ
ね
と
な
っ
た
。
こ
ま
は
文
政
五
年
、
八
歳
で
寄
合
町
へ
出
、

遅
れ
て
つ
ね
は
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
寄
合
町
へ
出
た
。
竈
か
ら
三
人
の
娘

が
寄
合
町
へ
出
た
の
で
あ
っ
た
。
た
ね
が
天
保
二
年
、
つ
ね
が
天
保
四
年
、
こ

ま
が
天
保
十
一
年
桶
屋
町
へ
戻
っ
た
。

た
ね
は
天
保
二
年
戻
っ
た
年
に
菊
太
郎
を
出
産
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
つ

る
、
同
四
年
む
め
と
い
う
新
生
児
を
竈
に
い
れ
て
い
る
が
、
た
ね
の
子
で
は
な

い
。
同
五
年
に
、
つ
る
、
む
め
は
よ
そ
の
竈
に
出
、
さ
ら
に
菊
太
郎
が
死
亡
し
、

た
ね
は
一
人
竈
に
な
っ
た
。
同
七
年
た
ね
は
酒
屋
町
へ
転
出
し
、
そ
の
後
は
わ

か
ら
な
い
。
子
を
失
く
し
た
痛
手
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、
つ
る
、
む
め
は
誰
が
産
ん
だ
子
で
あ
っ
た
の
か
知
り
よ
う
が
な
い
。

徳
太
郎
と
い
そ
の
長
女
こ
ま
は
、天
保
十
一
年
桶
屋
町
へ
戻
り
、貞
吉（
二
八
）

と
結
婚
し
所
帯
を
持
っ
た
。
子
は
な
く
、
同
十
五
年
貞
吉
と
死
別
し
た
。
つ
ね

は
、
天
保
四
年
弟
長
次
郎
の
竈
に
戻
っ
た
が
、
翌
五
年
欠
落
し
た
。

や
え
は
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
兄
惣
助
の
竈
か
ら
寄
合
町
へ
出
て
、
天

保
九
年
（
一
八
三
八
）
桶
屋
町
に
戻
っ
た
。
竈
は
弟
丈
大
夫
と
二
人
だ
っ
た
が
、

同
年
丈
大
夫
は
本
覚
寺
へ
入
り
、
や
え
は
一
人
竈
に
な
っ
た
。
同
十
一
年
娘
ひ

ろ
を
出
産
。
し
か
し
同
十
五
年
ひ
ろ
と
死
別
し
、
以
後
一
人
竈
に
な
っ
た
。
や

え
は
、
嘉
永
四
年
ま
で
桶
屋
町
に
一
人
で
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、

そ
れ
以
降
は
記
録
が
な
く
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
人
生
を
終
え
た
か
は
わ
か
ら

な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
丸
山
・
寄
合
両
町
か
ら
桶
屋
町
へ
入
り
、
結
婚
や
出
産
を
し

た
女
性
た
ち
は
、
早
く
連
れ
合
い
に
先
立
た
れ
た
り
、
子
を
失
く
し
た
り
、
決

し
て
平
坦
な
半
生
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
不
幸
で

あ
る
と
か
遊
女
と
し
て
過
ご
し
た
日
々
に
原
因
が
あ
る
と
か
、
後
世
の
人
間
が

語
る
べ
き
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
本
稿
で
は
丸
山
遊
廓
で
遊
女
奉
公
を
終
え
た

女
性
た
ち
は
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
言
及
す
る
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に
と
ど
め
た
い
。

十
三　

む
す
び
に

本
稿
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
遊
女
の
出
身
地
に
あ
わ
せ
て
年
季
明
け
の

遊
女
が
ど
の
よ
う
な
「
そ
の
後
」
を
送
っ
た
の
か
を
探
る
こ
と
に
よ
り
、
長
崎

遊
廓
社
会
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
簡
単
に
ま
と

め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

江
戸
吉
原
を
代
表
と
す
る
公
認
の
遊
廓
の
中
で
、
丸
山
遊
廓
は
、
共
通
の
規

則
や
し
き
た
り
を
守
り
つ
つ
、
独
自
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
長
崎

が
対
外
交
易
港
と
し
て
都
市
の
中
に
外
国
人
を
抱
え
込
ん
で
い
た
た
め
、
外
国

人
を
客
と
し
て
い
た
こ
と
、
遊
女
の
ほ
と
ん
ど
が
長
崎
市
中
や
周
辺
の
郷
村
出

身
で
あ
っ
た
こ
と
、
遊
女
は
比
較
的
自
由
度
が
高
く
、
奉
公
へ
行
っ
て
か
ら
も

実
家
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
な
ど
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

年
季
明
け
の
遊
女
た
ち
は
出
身
の
町
へ
戻
っ
た
り
、
結
婚
出
産
し
た
り
、
一
般

的
な
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

長
崎
の
遊
廓
社
会
は
、
遊
女
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
人
々
や
同
類
の
業
者
の
営

む
小
社
会
に
と
ど
ま
ら
ず
、
長
崎
全
住
民
に
関
連
す
る
都
市
的
規
模
を
も
っ
た

ス
ケ
ー
ル
の
社
会
だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
長
崎
遊
廓
社
会
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
に
、
遊

女
が
都
市
長
崎
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
遊
女
を

支
え
る
人
々
の
存
在
や
行
政
の
仕
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か

を
、
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
明
記
し
む
す
び
と
し
た
い
。

�

（
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
長
）

注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  1
「
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
売
春
防
止
法
」
昭
和
三
十
一
年
五
月

二
十
四
日
交
付
、
昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日
施
行
。
第
一
条
か
ら
第
四
十
条
ま

で
あ
り
、
附
則
が
つ
く
。
こ
こ
で
い
う
売
春
と
は
「
対
償
を
受
け
、
又
は
受
け

る
約
束
で
、
不
特
定
の
相
手
方
と
性
交
す
る
こ
と
」
を
い
う
（
第
二
条
）。

  2
「
法
令
全
書
・
明
治
五
年
」（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

明
治
五
年
十
月
二
日
太
政
官
布
告
第
二
九
五
号
。「
人
身
売
買
ヲ
禁
シ
諸
奉
公

人
年
限
ヲ
定
メ
芸
娼
妓
ヲ
開
放
シ
之
ニ
付
テ
ノ
貸
借
訴
訟
ハ
取
上
ケ
ス
ノ
件
」

い
わ
ゆ
る
芸
娼
妓
解
放
令
で
、
遊
女
を
娼
妓
、
遊
女
屋
を
貸
座
敷
と
改
称
し
た
。

  3
渡
辺
庫
輔
「
丸
山
花
街
史
」『
観
光
と
文
化
長
崎
』
一
九
五
二
年
、
二
一
頁
。

丸
山
遊
廓
成
立
以
前
の
俗
謡
に
「
や
ま
の
三
軒
家
」
と
い
う
歌
詞
が
見
え
る
こ

と
か
ら
、
丸
山
の
野
地
一
帯
を
古
く
か
ら
「
や
ま
」
と
呼
ん
だ
可
能
性
を
指
摘

し
て
い
る
。

  4
塚
田
孝
編
「
遊
廓
社
会
」『
都
市
の
周
縁
に
生
き
る
』
二
〇
〇
六
年
、
吉
川

弘
文
館
、
四
四
頁

  5
佐
賀
朝
・
吉
田
伸
之
編
著
『
シ
リ
ー
ズ
遊
廓
社
会
１　

三
都
と
地
方
都
市
』

二
〇
一
三
年
、
吉
川
弘
文
館
、
一
五
頁

  6
佐
賀
朝
・
吉
田
伸
之
編
著
『
シ
リ
ー
ズ
遊
廓
社
会
１　

三
都
と
地
方
都
市
』

二
〇
一
三
年
、
吉
川
弘
文
館
、
一
八
七
～
一
九
八
頁

  7
佐
賀
朝
・
吉
田
伸
之
編
著
『
シ
リ
ー
ズ
遊
廓
社
会
１　

三
都
と
地
方
都
市
』

二
〇
一
三
年
、
吉
川
弘
文
館
、
二
一
三
頁

  8
中
野
栄
三
『
廓
の
生
活
』
雄
山
閣
、
一
九
九
三
年
、
三
頁

  9
『
長
崎
実
録
大
成
』（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵　

一
三
‐
一
‐
三
一
）。

刊
本
は
長
崎
文
献
社
、
一
九
七
三
年
、
五
九
頁

 10
渡
辺
庫
輔
「
丸
山
花
街
史
」『
観
光
と
文
化
長
崎
』
一
九
五
二
年
、
一
〇
～
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二
一
頁　

古
賀
十
二
郎
氏
と
福
田
忠
昭
氏
の
解
釈
に
つ
い
て
、
著
者
は
旧
寄
合

町
（
古
町
）
と
新
寄
合
町
、
本
博
多
町
と
今
博
多
町
の
取
り
違
え
な
ど
地
名
の

勘
違
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

 11
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
の
説
明
で
は
「
町
年
寄
高
島
家
に
伝
わ
っ
て
い
た

古
図
を
、
明
治
時
代
に
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～

一
六
四
三
）
頃
の
長
崎
の
町
を
描
い
た
も
の
で
、
秀
吉
が
地
租
を
免
除
し
た
御

朱
印
地
で
あ
る
内
町
は
白
色
で
、
そ
の
周
囲
に
広
が
る
外
町
は
、
赤
色
で
表
現

さ
れ
て
い
る
」
と
あ
り
、
原
本
は
確
認
で
き
な
い
。

 12
「
丸
山
寄
合
町
由
緒
書
」（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵　

一
三
‐
一
八
八
‐

一
）「
延
宝
版
長
崎
土
産
」（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵　

一
三
‐
二
一
五
‐
一
）

「
長
崎
土
産
弘
化
版
」（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵　

一
三
‐
二
一
四
‐
一
）

 13
古
賀
十
二
郎
『
丸
山
遊
女
と
唐
紅
毛
人
』
長
崎
文
献
社
、
一
九
六
八
年
、

一
一
三
頁

 14
『
守
貞
謾
稿
』
所
収
の
「
天
保
前
見
立
番
付
」
に
は
、長
崎
寄
合
町
は
行
司
、

長
崎
丸
山
町
は
指
添
人
と
別
格
扱
い
に
し
て
い
る
。
喜
多
川
守
貞
『
近
世
風
俗

志
（
三
）
守
貞
謾
稿
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
三
〇
五
頁

 15
森
永
種
夫
校
注
『
長
崎
実
録
大
成
』（
長
崎
文
献
社
、一
九
七
三
年
、五
七
頁
）

に
は
「
寛
文
十
二
年
（
一
七
六
二
）
家
ケ
所
多
キ
町
々
ヨ
リ
願
出
ル
ニ
付
、
一

町
ヲ
二
町
或
ハ
三
町
ニ
分
チ
、
是
ヨ
リ
内
外
町
七
拾
七
町
ト
成
ル
」
と
あ
る
。

町
割
の
結
果
最
大
の
大
黒
町
九
十
箇
所
、
最
小
の
材
木
町
二
十
四
箇
所
。
丸
山

町
四
十
九
箇
所
、
寄
合
町
五
十
二
箇
所
は
平
均
的
な
一
町
の
規
模
。

 16
越
中
哲
也
編
『
慶
応
元
年
明
細
分
限
帳
』
長
崎
歴
史
文
化
協
会
、
一
九
八
五

年
、
六
八
～
六
十
九
頁

 17
渡
辺
庫
輔
「
丸
山
」（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵　

渡
辺
一
四
‐
六
一
五
）

 18
寛
閑
楼
佳
孝
撰
『
北
里
見
聞
録
』『
吉
原
風
俗
資
料
』
文
芸
資
料
研
究
会
、

一
九
三
〇
年
、
五
〇
二
～
五
〇
九
頁

 19
「
お
い
ら
ん
と
い
ふ
事
、
い
つ
の
頃
よ
り
の
詞
に
や
し
ら
ず
、
惣
て
姉
女
郎

の
こ
と
な
り
、
我
身
の
姉
と
い
ふ
べ
き
を
里
詞
に
て
斯
く
い
ふ
」（『
北
里
見
聞

録
』）
と
あ
り
、
遊
女
の
別
名
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
丸
山
遊
廓
で
は
一
般
的

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

 20
江
戸
時
代
の
長
崎
で
は
「
明
」「
清
」
で
は
な
く
「
唐
」
を
中
国
の
呼
称
と

し
て
使
っ
た
。
唐
人
は
中
国
人
の
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
実
態
と
し
て
東
南
ア

ジ
ア
各
地
の
人
々
も
含
め
て
唐
人
と
呼
ん
で
お
り
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
船
を

含
め
た
総
称
の
「
唐
船
」
で
来
航
す
る
人
々
を
唐
人
と
と
ら
え
た
い
。

 21
市
中
人
口
の
根
拠
は
「
長
崎
拾
芥
」
元
禄
二
年
の
人
口
五
万
千
三
五
九
人
。

唐
人
一
万
人
の
根
拠
は
、「
長
崎
実
録
大
成
」
唐
船
百
七
十
艘
（
一
艘
あ
た
り

約
六
十
人
乗
組
と
し
て
一
万
二
百
人
）。

 22
「
延
宝
版
長
崎
土
産
」（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵　

一
三
‐
二
一
五
‐

一
）、丹
羽
漢
吉
校
注『
長
崎
文
献
叢
書　

長
崎
土
産
・
長
崎
不
二
賛
・
長
崎
萬
歳
』

長
崎
文
献
社
、
一
九
七
六
年
、
六
八
頁

 23
森
永
種
夫
編
『
犯
科
帳
』（
三
）、
犯
科
帳
刊
行
会
、
一
九
六
八
年
、
一
七
五

頁
、「
太
兵
衛
抱
遊
女
松
島
を
買
揚
唐
人
屋
敷
之
風
説
等
承
ル
処
辰
七
番
船
五

官
と
申
唐
人
よ
り
貞
平
次
密
買
い
た
し
右
代
金
相
滞
松
島
催
促
被
頼
候
」
と
あ

り
、相
方
の
遊
女
か
ら
唐
人
の
情
報
を
得
、そ
れ
を
悪
用
し
て
い
た
一
例
が
あ
る
。

 24
古
賀
十
二
郎
『
長
崎
市
史
風
俗
編
』
一
九
二
五
年
、
三
八
頁
。
古
賀
氏
は
、

傾
城
と
し
て
恥
し
か
ら
ぬ
遊
女
を
遊
女
屋
が
留
め
置
い
た
者
に
加
え
て
「
女
の

親
と
遊
女
屋
の
主
人
と
予
め
約
束
の
上
か
、
ま
た
は
遊
女
屋
に
縁
故
あ
る
者
の

女
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
遊
女
が
流
行
し
て
も
し
な
く
て
も
日
本
行
の
遊
女
と

し
て
取
扱
い
決
し
て
唐
人
行
に
落
と
す
こ
と
も
な
け
れ
ば
阿
蘭
陀
行
に
す
る
よ

う
な
こ
と
も
な
か
っ
た
」
と
個
々
の
事
情
が
選
別
の
基
準
で
あ
っ
た
こ
と
も
述
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べ
て
い
る
。

 25
花
咲
一
男
『
江
戸
吉
原
図
絵
』
三
樹
書
房
、
一
九
七
六
年
、
一
七
八
頁

 26『
日
本
都
市
生
活
資
料
集
成
六
』学
習
研
究
社
、一
九
七
五
年
、二
八
九
頁
。「
享

保
十
七
年
諸
事
書
上
帳
控
」
に
は
、
子
六
月
の
統
計
で
は
傾
城
人
数
三
百
三
十

人
中
、
二
百
九
十
四
人
が
地
下
、
三
十
六
人
が
旅
人
と
記
さ
れ
て
お
り
、
遊
女

の
九
割
は
地
元
出
身
者
が
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

 27
宮
本
由
紀
子
「
丸
山
遊
女
の
生
活
―
『
長
崎
奉
行
所
判
決
記
録　

犯
科
帳
』

を
中
心
と
し
て
―
」『
駒
沢
史
学
』
三
一
、一
九
八
四
年
、
二
三
頁
。

 28
「
娼
妓
鑑
札
並
請
控
」（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵　

三
二
〇
‐
三
）
に

記
さ
れ
て
い
る
「
丸
山
町
貸
座
敷　

森
邨
万
喜
」
と
い
う
署
名
か
ら
、
当
時
の

丸
山
町
大
藤
屋
の
控
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

 29
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵　

藤
一
一
‐
一
‐
一
～
一
〇
九

 30
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵　

一
三
‐
九
九
‐
二
‐
二

 31
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵　

藤
一
一
‐
一
‐
六
五

 32
松
浦
東
渓
著　

森
永
種
夫
校
訂
『
長
崎
古
今
集
覧
』
一
九
七
六
年
、
長
崎
文

献
社
、
六
五
頁
～
九
一
頁

 33
「
長
崎
市
中
明
細
帳
」（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵　

一
三
‐
九
九
‐

二
‐
二
）
の
箇
所
数
・
竈
数
・
人
数
合
計
を
八
十
箇
町
で
割
る
と
平
均
は
、

四
十
九
箇
所
、
百
二
十
九
竈
、
三
百
七
十
五
人
で
あ
る
。

 34
原
田
博
二
「
長
崎
町
乙
名
一
覧
（
一
）」『
長
崎
市
立
博
物
館
館
報
』
第
二
三

号
、
五
九
頁
～
六
一
頁

 35
一
名
箇
所
持
の
娘
が
い
る
が
、
遊
女
奉
公
で
な
く
丸
山
町
町
人
の
養
女
の
可

能
性
が
高
い
。

 36
文
政
八
年
勝
山
町
宗
旨
改
踏
絵
帳
」（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵　

一
六
〇
‐
二
九
）

 37
「
八
幡
町
人
別
宗
旨
改
帳
」（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵　

市
学
一
六
）

 38
箇
所
が
土
地
を
基
準
に
す
る
の
に
対
し
竈
は
住
民
を
基
準
と
し
た
現
代
の
世

帯
の
概
念
に
近
い
が
、
竈
銀
と
い
う
配
分
銀
が
あ
り
、
町
で
は
竈
数
を
管
理
し

て
い
た
た
め
に
必
ず
し
も
血
族
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
町
政
の
都
合
上
、
他
人

同
士
を
ま
と
め
た
寄
せ
竈
も
あ
っ
た
。
一
軒
の
借
家
を
間
借
り
し
て
い
た
も
の

を
合
わ
せ
て
同
じ
竈
に
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

 39
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵　

藤
一
一
‐
一
‐
一
～
一
〇
九

 40
丹
野
勲「
江
戸
時
代
の
奉
公
人
制
度
と
日
本
的
雇
用
慣
行
」『
国
際
経
営
論
集
』

四
一
、
神
奈
川
大
学
、
二
〇
一
一
年
、
六
六
頁
。
同
氏
は
奉
公
人
を
武
家
奉
公

人
、
村
方
奉
公
人
、
町
方
奉
公
人
、
勤
奉
公
人
に
分
類
し
、
遊
女
は
下
女
な
ど

と
と
も
に
勤
奉
公
人
と
し
て
い
る
。

 41
丹
野
勲「
江
戸
時
代
の
奉
公
人
制
度
と
日
本
的
雇
用
慣
行
」『
国
際
経
営
論
集
』

四
一
、
神
奈
川
大
学
、
二
〇
一
一
年
、
六
六
～
六
七
頁

 42
古
賀
十
二
郎
『
丸
山
遊
女
と
唐
紅
毛
人
』
長
崎
文
献
社
、
一
九
九
五
年
、

二
三
六
頁

 43
古
賀
十
二
郎
『
丸
山
遊
女
と
唐
紅
毛
人
』
長
崎
文
献
社
、
一
九
九
五
年
、

二
三
九
頁

 44
古
賀
十
二
郎
『
丸
山
遊
女
と
唐
紅
毛
人
』
長
崎
文
献
社
、
一
九
九
五
年
、

二
四
三
頁

 45
本
馬
貞
夫
『
貿
易
都
市
長
崎
の
研
究
』
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
、

五
七
頁

 46
中
野
栄
三
『
廓
の
生
活
』
雄
山
閣
、
一
九
九
三
年
、
三
五
頁

 47
古
賀
十
二
郎
『
丸
山
遊
女
と
唐
紅
毛
人
』
長
崎
文
献
社
、
一
九
九
五
年
、

二
四
五
頁

 48
武
陽
隠
士
『
世
事
見
聞
録
』（
本
庄
栄
治
郎
校
訂
・
奈
良
本
辰
也
補
訂　

岩
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波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
八
頁
）。『
世
事
見
聞
録
』
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）

に
武
陽
隠
士
が
著
し
た
、
い
わ
ゆ
る
化
政
文
化
の
世
相
を
反
映
し
た
資
料
で
あ

る
が
、序
文
で
著
者
自
身
が
い
う
よ
う
に
「
そ
の
善
き
は
い
ふ
に
及
ば
ざ
れ
ば
、

ひ
た
す
ら
に
悪
し
き
事
の
み
を
記
す
な
り
」
と
前
提
を
述
べ
て
い
る
。

 49
武
陽
隠
士
『
世
事
見
聞
録
』
本
庄
栄
治
郎
校
訂
・
奈
良
本
辰
也
補
訂
、
岩
波

書
店
、
一
九
九
四
年
、
三
二
六
頁

 50
中
野
栄
三
『
廓
の
生
活
』
雄
山
閣
、
一
九
九
三
年
、
三
四
頁

 51
沼
田
次
郎
、
荒
瀬
進
共
訳
『
ポ
ン
ぺ
日
本
滞
在
見
聞
記
』
雄
松
堂
、

一
九
六
八
年
、
①
三
三
七
頁
、
②
三
四
四
頁

 52
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ポ
ン
ペ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
（
一
八
二
九
～

一
九
〇
八
）。
日
本
で
初
め
て
の
近
代
医
学
教
育
を
実
施
し
、
長
崎
大
学
医
学

部
付
属
病
院
に
つ
な
が
る
近
代
病
院
「
小
島
養
生
所
」
を
設
立
し
た
。

 53
『
長
崎
市
史
風
俗
編
』
長
崎
市
、
一
九
八
一
年
、
九
五
頁

 54
「
寛
政
九
年
正
月　

寄
合
町
元
来
宗
旨
改
踏
絵
帳
」（
長
崎
歴
史
文
化
博
物

館
収
蔵　

福
田
一
六
四
）

 55
宮
本
由
紀
子
「
丸
山
遊
女
の
生
活
―
『
長
崎
奉
行
所
判
決
記
録　

犯
科
帳
』

を
中
心
と
し
て
―
」『
駒
沢
史
学
』
三
一
、一
九
八
四
年
、
二
九
～
三
三
頁
。

 56
本
馬
貞
夫
『
貿
易
都
市
長
崎
の
研
究
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
、

七
四
頁
）
記
載
資
料
「
相
定
申
書
物
之
事
」
に
「
自
然
此
女
懐
胎
仕
候
ハ
ヽ
七
、

八
ケ
月
之
頃
ゟ
平
産
之
後
凡
三
十
日
を
目
当
勤
引
出
生
之
子
は
早
速
親
類
方
江

為
引
取
養
育
仕
、
決
而
母
抔
ニ
相
便
り
遊
女
奉
公
之
障
ニ
不
相
成
様
取
斗
可
申

候
」と
い
う
条
件
が
あ
り
、こ
の
規
定
に
は
奉
行
所
の
指
導
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

 57
所
払
い
の
う
ち
最
も
軽
い
刑
で
、
居
住
の
町
か
ら
の
追
放
。
他
町
に
出
て
も

「
居
町
払
」
と
い
う
印
が
人
別
帳
に
つ
い
て
ま
わ
る
。
博
奕
な
ど
の
軽
犯
罪
に

課
せ
ら
れ
る
も
の
で
奉
行
の
手
限
の
刑
で
あ
っ
た
。


